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令
和
２
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
８

日
（
火
）
か
ら
11
日
（
金
）
ま
で
の
４

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
指
定

管
理
者
制
度
に
関
す
る
条
例
の
制
定
や

町
営
牧
場
運
営
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
、
補
正
予
算
な
ど
が
提
案
さ

れ
、
審
議
の
結
果
、
全
議
案
を
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

平
成
15
年
の
地
方
自
治
法

の
改
正
に
よ
り
、
公
の
施
設

の
管
理
の
仕
組
み
が
「
管
理

委
託
制
度
」
か
ら
「
指
定
管

理
者
制
度
」
へ
と
変
わ
り
ま

し
た
。
本
町
に
お
い
て
は
、

導
入
で
き
る
施
設
が
な
か
っ

た
た
め
、
条
例
を
制
定
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
民
間

の
活
力
や
能
力
、
ノ
ウ
ハ
ウ

を
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と

行
政
コ
ス
ト
の
縮
減
等
に
期

待
で
き
る
と
総
合
的
に
判
断

さ
れ
た
た
め
、「
指
定
管
理

者
制
度
」
の
条
例
が
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

●指定管理者制度導入スケジュール（例）

令和２年

第４回

定例会

12/ ８～11

住民サービスの向上と
管理経費を縮減

条例
制定

問答

一
般
的
な
指
定
管
理
者

の
管
理
期
間
は
５
年
間

で
あ
る
が
、
十
勝
管
内
の
状

況
は
。把

握
し
て
い
な
い
。

問

利
用
料
金
の
内
容
は
。

運
営
費
は
①
全
て
利
用

料
金
で
賄
う
。
②
設
置

答者
の
自
治
体
が
支
出
。
③
一

部
を
自
治
体
が
支
出
し
、
残

り
を
利
用
料
金
で
賄
う
。
の

３
通
り
で
あ
る
。

指
定
管
理
者
手
続
条
例
の
制
定

⬇

個

別

の

設

置

条

例

の

改

正

⬇

指

定

管

理

者

候

補

者

の

募

集

⬇

⬇

公
　
募

特
定
の
団
体
を
指
定

⬇

⬇

指
定
管
理
者
候
補
者
の
審
査
・
選
定

⬇

※指
定
議
案
の
議
決

債
務
負
担
行
為
予
算
の
設
定
・
議
決

⬇

予
　
算
　
議
　
決

⬇

指
定
管
理
者
と
の
年
度
協
定
締
結

⬇

指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
の
実
施

⬇

指
定
管
理
者
は
年
度
終
了
ご
と
に
、

事
業
報
告
書
を
提
出

４月から

スタート

指定管理者制度導入

※指定議案の議決項目
　①公の施設名称
　②指定管理者の団体名称
　③指定期間
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官から
民へ

経営
移譲

町村
選挙

●広尾町選挙運動の公費負担（概要）

観
光
案
内
所

「
サ
ン
タ
の
家
」

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

東
豊
似
牧
場農

協
経
営
へ

選
挙
運
動
公
費
負
担

問答

今
ま
で
の
運
営
体
制
に

支
障
が
あ
っ
た
か
ら
改

正
す
る
の
か
。

第
６
次
ま
ち
づ
く
り
推

進
総
合
計
画
に
、「
民

　

利
用
者
の
多
様
化
す
る
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
き
め
細
や
か

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
利

便
性
や
満
足
度
を
向
上
さ
せ

る
た
め
、
広
尾
町
観
光
案
内

所
設
置
条
例
を
全
部
改
正
し
、

令
和
３
年
４
月
か
ら
指
定
管

理
者
制
度
導
入
を
可
能
と
す

る
条
項
に
整
備
し
ま
し
た
。

　

町
営
牧
場
の
利
活
用
促
進

に
関
し
、
農
協
と
合
意
項
目

を
実
行
す
る
た
め
、
広
尾
町

営
牧
場
運
営
管
理
条
例
の
一

部
を
次
の
と
お
り
改
正
し
ま

し
た
。

① 

粗
飼
料
供
給
事
業
に
係
る

採
草
料
（
売
払
い
価
格
）

の
整
備

② 

農
協
の
創
意
工
夫
に
よ
っ

　

公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
町
村
の
選
挙
に
お

け
る
立
候
補
の
環
境
改
善
を

間
主
導
で
町
民
か
ら
サ
ン
タ

ラ
ン
ド
の
機
運
を
高
め
て
い

く
」
と
し
て
お
り
、
指
定
管

理
者
制
度
を
導
入
す
る
こ
と

で
、
魅
力
向
上
を
図
っ
て
い

き
た
い
た
め
。

て
利
用
活
性
化
さ
れ
た
取

組
を
可
能
と
す
る
、
附
帯

事
業
等
に
関
す
る
規
定
の

整
備

③ 

管
理
の
委
託
に
関
す
る
規

定
の
廃
止

　

令
和
３
年
度
か
ら
経
営
体

制
を
農
協
に
移
譲
。
利
用
活

性
化
を
促
進
し
、
牧
場
経
営

◎議会基本条例に、災害時等の対応に関する規定を整備しました。
◎議案審査特別委員会に付託され原案どおり可決すべきと報告
があった「広尾町まちづくり推進総合計画」は、本会議にお
いて原案どおり可決されました。
◎人事院規則の改正に伴い、職員の特殊勤務手当に新型コロナ
ウイルス感染症対策の防疫作業等手当を整備。また、養護老
人ホームに勤務する職員の養護業務手当の支給割合を改正し
ました。
◎中小企業の支援強化のため法改正されたことによる、関係条
例の条項を改正しました。
◎小規模保育事業所など特定地域型保育事業所において、内閣
府令に基づき関係条例を改正しました。
◎家庭的保育事業者等の法改正に伴い、保護者の疾病等により
家庭で乳幼児を養育することが困難な場合に居宅訪問型保育
ができるよう、関係条例を改正しました。
◎放課後児童支援員の認定資格研修の実施主体が拡大されたため、
関係条例を改正しました。
◎広尾町が加入する十勝圏複合事務組合のごみ処理施設等の事
務に、一部の構成団体を加える規約に変更しました。

その他決まったこと

選挙区分

公営の有無

供託金額選挙運動用

自動車 ポスター ビラ

町 村 長

× 

↓ 
○

× 

↓ 
○

× 

↓ 
○

50万円

町　　村

議会議員

× 

↓ 
○

× 

↓ 
○

頒布不可 

↓ 

頒布解禁 

公営対象

無し 

↓ 

供託金
導入 

15万円

◎税制改正に伴う地方税法の改正により、給与所得控除等が10
万円引き下げられ、基礎控除額が10万円引き上げられた。国
保制度は、地方税法の規定を用いるため、国保税の軽減判定
基準において改正を行い、税制改正による保険税軽減措置へ
の影響を遮断しました。
◎地方税法の改正に伴い、延滞金の積算に用いる「特例基準割合」
を「延滞金特例基準割合」に文言を変更するため、関係条例
を改正しました。
◎町内光回線未整備地区における光ファイバ回線整備の実施に
伴い、広尾町過疎地域自立促進市町村計画の事業内容及び事
業主体の変更を行いました。
◎工事請負契約締結の議決事項の変更
　・【工 事 名】西通排水区流末改修工事
　・【契 約 額】（変更前）5885万円
　　　　　　　（変更後）6684万7000円
　・【変更理由】�関係団体との協議により、工事着工を11月下

旬に変更したことで、コンクリート打設に伴
う防寒養生費や除雪費が増額したため

費
な
ど
を
改
善
、
町
財
政
の

健
全
化
を
確
保
し
ま
す
。

　

な
お
、
東
豊
似
牧
場
を
長

期
か
つ
独
占
的
に
利
用
さ
せ

る
こ
と
を
議
決
し
ま
し
た
。

①
利
用
対
象
物
件

　（
管
理
面
積
）

　

東
豊
似
牧
場

　

（
１
６
１
・
８
ｈ
ａ
）

②
利
用
者

　

広
尾
町
農
業
協
同
組
合

③�

利
用
期
間

　

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら

　

令
和
13
年
３
月
31
日
ま
で

④
利
用
さ
せ
る
目
的

　

公
共
牧
場
を
有
効
活
用
し
、

　

畜
産
事
業
の
振
興
を
図
る

図
る
た
め
、
選
挙
運
動
用
ビ

ラ
等
を
選
挙
公
営
の
対
象
と

す
る
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

次のページは

「第４回定例会・意見書・行政報告」
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意
見
書
２
件
を
可
決

　
　
　
　

国
等
へ
提
出

※
内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。

①

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
地
域
経
済

対
策
を
求
め
る
意
見
書

提
出
者

　

農
業
を
基
幹
産
業
と
し
て

い
る
北
海
道
に
と
っ
て
、
コ

ロ
ナ
禍
の
終
息
が
見
ら
れ
な

い
現
状
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

需
要
の
落
ち
込
み
や
外
食
産

業
の
低
迷
で
乳
製
品
や
農
畜

産
物
の
需
要
が
減
少
し
、
深

刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
も
影
響
が
続
く
と
、
農

北
藤
利
通
議
員

業
者
の
経
営
困
窮
や
関
連
企

業
の
縮
小
・
倒
産
な
ど
地
域

経
済
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を

与
え
る
。

　

こ
の
た
め
、
農
業
者
が
次

年
度
以
降
も
安
心
し
て
営
農

を
継
続
で
き
る
よ
う
、
次
の

こ
と
を
要
望
す
る
。

　

①
経
済
損
失
の
拡
大
が
地

域
社
会
へ
の
影
響
に
必
至
な

こ
と
か
ら
、
地
方
自
治
体
へ

の
対
策
関
連
予
算
を
十
分
に

確
保
し
、
適
時
対
応
を
図
る

こ
と
。

　

②
落
ち
込
ん
で
い
る
農
畜

産
物
の
需
要
を
喚
起
す
る
対

策
を
強
化
し
、
今
後
も
コ
ロ

ナ
禍
で
の
影
響
試
算
と
対
策

を
拡
充
す
る
こ
と
。

②

少
人
数
学
級
の
拡
充
を

求
め
る
意
見
書

提
出
者

　

公
立
小
中
学
校
の
普
通
教

室
の
平
均
面
積
は
64
㎡
で
あ

り
、
現
在
の
40
人
学
級
で
は

前
崎
　
茂
議
員

感染症予防に必要な距離の確保が課題となる

提
出
先

内
閣
総
理
大
臣
、
財
務

大
臣
～
①
②
、
農
林
水

産
大
臣
～
①
、
衆
議
院

議
長
、
参
議
院
議
長
、

総
務
大
臣
、
文
部
科
学

大
臣
～
②

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
予
防
の

た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
十
分

な
距
離
の
確
保
が
困
難
と
な

り
、
学
校
現
場
の
大
き
な
課

題
で
あ
る
。

　

今
後
予
想
さ
れ
る
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
の
再
拡
大
時
に

あ
っ
て
も
、
必
要
な
教
育
活

動
を
継
続
し
、
子
ど
も
た
ち

の
学
び
を
保
障
す
る
と
と
も

に
、
主
体
的
、
対
話
的
で
深

い
学
び
の
実
現
を
図
り
、
社

会
で
自
立
す
る
た
め
に
必
要

な
資
質
能
力
を
育
む
少
人
数

学
級
の
拡
充
が
ぜ
ひ
と
も
必

要
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、

少
人
数
学
級
の
拡
充
を
実
現

す
る
た
め
、
教
職
員
定
数
の

改
善
を
強
く
要
望
す
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
事
業
の

経
過
・
結
果
は
左
表
の
と
お
り
。

補
正
予
算

令和２年度�補正予算の内訳

※会計名の後の丸数字は補正回数　　　（１万円未満切り捨て）

一般会計 ⑫
84億7354万円 98万円

簡易水道事業特別会計 ⑤
1億2945万円 104万円

下水道事業特別会計 ⑤
5億2399万円 368万円

国保事業勘定特別会計 ⑤
10億652万円 1187万円

介護保険特別会計 ⑥
6億9773万円 13万円

介護サービス事業特別会計 ⑥
2億8927万円 776万円

後期高齢者医療特別会計 ②
1億2504万円 384万円

水道事業会計 ④
　収益的支出　1億7132万円
　資本的支出　　 8730万円

200万円

205万円

増

増

減

減

減

減

減

増

減

エ
ゾ
シ
カ
等
駆
除
奨
励
金

２
０
９
万
円

陶
芸
教
室
移
転
整
備

２
９
２
万
円

　

エ
ゾ
シ
カ
や
熊
・
キ
ツ
ネ

の
捕
獲
頭
数
が
増
え
た
こ
と

に
よ
り
、
予
算
を
増
額
し
ま

し
た
。（
年
間
８
９
２
万
円
）

　

旧
広
尾
小
学
校
で
活
動
し

て
い
た
陶
芸
教
室
を
、
陶
芸

用
電
気
窯
の
更
新
と

共
に
、
旧
広
尾
保
育

所
に
移
転
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
事
業

１
７
９
７
万
円

　

ふ
る
さ
と
納
税
寄

附
金
の
増
加
に
よ
り
、

謝
礼
及
び
手
数
料
、

使
用
料
の
予
算
を
増

額
し
ま
し
た
。（
年
間

１
億
８
４
０
万
円
）

0

5000

10000

0.0

0.5

1.0

1.5

H27
寄附額 事業等充当額 寄附件数
H28 H29 H30 R1 R2予算

（億円） （件数）

（年度）

�平成29年度より、ふるさと納税寄附金を活用し、
魅力あるまちづくり事業に充当しています

個人版ふるさと納税寄附金
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次のページは「議員の出欠」

「一般質問『コロナ飲食店支援』」

行
政
報
告

行
政
報
告

村
瀨
町
長
か
ら
の

※
内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受

け
た
漁
協
組
合
員
に
対
す
る

給
付
金
は
、
令
和
２
年
11
月

30
日
現
在
、
１
２
３
件
３
４
９

２
万
３
０
０
０
円
を
給
付
し
た
。

　

令
和
２
年
11
月
30
日
現
在

で
合
計
38
億
８
１
４
８
万
円
、

前
年
対
比
６
億
６
３
５
６
万

円
、
20
・
６
％
の
増
と
な
っ
た
。

　

農
産
・
畜
産
合
わ
せ
て
過

去
最
高
の
約
82
億
７
０
０
０

万
円
に
な
る
見
通
し
。

　

赤
字
体
質
経
営
か
ら
転
換

を
図
る
た
め
、
農
協
が
主
体

と
な
り
東
豊
似
牧
場
の
利
用

令
和
３
年
度
任
用
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
を
募
集

十
勝
港
水
面
貯
木
場
の

保
税
蔵
置
場
の
許
可

期
間
終
了

漁
業
緊
急
支
援
事
業

給
付
金
の
状
況

漁
業
の
生
産
実
績
状
況

農
業
生
産
見
込
み

町
営
牧
場
の
経
営
転
換

新
年
交
礼
会
・
消
防
団

新
年
出
初
式
の
中
止

サンタメール事業を継続し、魅力あるまちへ

活
性
化
に
取
り
組
む
こ
と
と

な
っ
た
。
今
後
、
民
営
化
な

ら
で
は
の
創
意
工
夫
さ
れ
た

サ
ー
ビ
ス
の
展
開
を
期
待
す
る
。

　

「
サ
ン
タ
メ
ー
ル
事
業
」
は
、

サ
ン
タ
ラ
ン
ド
を
活
用
し
た

観
光
振
興
に
取
り
組
む
た
め

に
も
継
続
し
、
不
採
算
と
な
っ

た
場
合
は
公
費
で
補
填
す
る
。

北
方
圏
交
流
振
興
会

　

ま
た
、
町
の
委
託
で
実
施

し
て
い
る
大
丸
山
森
林
公
園

観
光
案
内
所
「
サ
ン
タ
の
家
」

の
管
理
は
、
指
定
管
理
者
制

度
に
よ
り
、
観
光
商
品
の
販

売
等
を
含
め
、
企
業
・
団
体

等
に
担
っ
て
い
た
だ
く
。

　

給
与
制
度
の
統
一
、
職
階

級
及
び
勤
務
体
制
の
重
要
施

策
に
つ
い
て
、
市
町
村
間
の

協
議
を
進
め
、
令
和
３
年
度

か
ら
統
一
し
た
運
用
を
図
る
。

　

ま
ち
の
活
性
化
に
向
け
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
サ
ポ
ー
ト

や
都
市
部
と
の
関
係
人
口
の

構
築
等
を
担
う
人
材
と
し
て

２
名
、
ま
た
、
町
内
の
森
林

生
産
か
ら
製
材
・
加
工
・
流

通
の
仕
組
み
を
調
整
し
、
林

業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業

化
を
後
押
し
す
る
人
材
と
し

て
１
名
の
合
計
３
名
を
募
集

し
、
令
和
３
年
４
月
の
任
用

に
向
け
て
進
め
て
い
く
。

　

原
木
の
輸
入
に
お
い
て
関

税
法
に
基
づ
く
輸
出
入
税
を

未
納
の
ま
ま
保
管
で
き
る
「
保

税
蔵
置
場
」
と
し
て
平
成
26

年
12
月
か
ら
指
定
さ
れ
て
い

た
が
、
令
和
２
年
11
月
30
日

で
許
可
期
間
が
終
了
し
、
保

税
蔵
置
場
と
し
て
の
機
能
は

終
了
し
た
。

　

来
場
者
や
関
係
者
の
健
康
・

安
全
を
最
優
先
に
考
え
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
防
止

の
た
め
、
中
止
と
す
る
。

　

「
新
し
い
生
活
様
式
」
や
「
新

北
海
道
ス
タ
イ
ル
」
を
積
極

的
に
取
り
組
む
町
内
飲
食
店

に
対
し
、
感
染
予
防
対
策
費

用
を
１
店
舗
あ
た
り
10
万
円

を
限
度
に
費
用
の
一
部
を
支

援
す
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
事
業
の

経
過
・
結
果
は
左
表
の
と
お
り
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
状
況

中
高
生
等
海
外
研
修
派
遣

事
業
の
派
遣
先
の
変
更

広
尾
高
校
進
学
者
に

助
成
金
を
支
給

　

令
和
３
年
度
か
ら
中
学
生

の
海
外
研
修
の
派
遣
先
を
治

安
の
良
さ
と
英
語
学
習
の
環

境
改
善
を
図
る
た
め
、
ア
メ

リ
カ
西
海
岸
か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
へ
変
更
す
る
。

　

高
校
存
続
は
最
大
の
懸
案

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
令
和
３

年
度
か
ら
広
尾
高
校
へ
の
進

学
者
に
一
律
５
万
円
を
支
給

し
、
保
護
者
の
経
済
的
な
負

担
軽
減
を
図
る
。

事業名 交付した事業者件数と金額

①飲食店応援クーポン配布 28件　 279万3000円

②飲食店応援
　プレミアムクーポン販売

26件　 247万7000円

③地域振興
　プレミアム付商品券発行

122件  9571万4500円

④中小企業
　緊急支援事業給付金

107件      2820万円

⑤上下水道使用料等減免

上水道 178件    90万20円

下水道 142件  58万4496円

簡易水道 4件  ２万9260円

個別排水 4件  １万6720円

教
育
行
政
報
告

教
育
行
政
報
告

菅
原
教
育
長
か
ら
の

と
か
ち
広
域
消
防
事
務

組
合
の
重
要
施
策
等

検
討
状
況

町
内
飲
食
店
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

防
止
対
策
支
援

※③以外は事業完了 令和２年11月18日現在
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（２）委員会 ○：出席　×：欠席　遅：遅参　早：早退　－：所属外

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13

議 員 名 松
田

浜
野

萬
亀
山

前
崎

北
藤

志
村

星
加

山
谷

渡
辺

小
田

旗
手

浜
頭

堀
田開催日 開催会議名・主な内容

10／15 第４回総務常任委員会 ○ － － － ○ ○ × － － ○ ○ － ×

10／27 第３回産業常任委員会 － ○ ○ ○ － － － ○ ○ － － ○ ○

11／５ 議会広報編集会議 ○ ○ ○ － － － － － － ○ ○ ○ －

11／６ 議案審査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

11／９ 議案審査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

11／13 議案審査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

11／13 第５回議会広報特別委員会 ○ ○ ○ － － － － － － ○ ○ ○ ○

11／25 第７回議会運営委員会 － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○

12／３ 第８回議会運営委員会 － － － ○ ○ ○ × ○ ○ － － ○ ○

12／９ 第９回議会運営委員会 － － － ○ ○ ○ × ○ ○ － － ○ ○

12／11 議会広報編集会議 ○ ○ ○ － － － － － － ○ ○ ○ －

※堀田議員は議長のため、各委員会に所属していませんが、オブザーバーとして出席しています。
※副議長の浜頭議員は、議会運営委員会にオブザーバーとして出席しています。

※議案審査特別委員会は、議長を除く議員で構成されています。

令和２年 第４回定例会 議案審議結果
●第４回定例会では、賛否のあった議案はありませんでした。（全て全会一致）

※全会一致した議案の掲載は省略しています。

（令和２年９月定例会終了後～令和２年12月定例会まで）

議員の会議等出欠状況をお知らせします

（１）定例会・臨時会 ○：出席　×：欠席　遅：遅参　早：早退

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13

議 員 名
松
田　

健
司

浜
野　
　

隆

萬
亀
山
ち
ず
子

前
崎　
　

茂

北
藤　

利
通

志
村　

國
昭

星
加　

廣
保

山
谷　

照
夫

渡
辺
富
久
馬

小
田　

雅
二

旗
手　

恵
子

浜
頭　
　

勝

堀
田　

成
郎

開催日 開催会議名・主な内容

11／13 第６回臨時会（議案訂正） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11／25 第７回臨時会（条例改正・補正予算） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12／８ 第４回定例会（条例制定・改正など） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12／９ 第４回定例会（一般質問） ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

12／11 第４回定例会（補正予算、意見書など） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

開催日数計 ５日 出席日数計 5 5 5 5 5 5 4 5 5 5 5 5 5

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13

議 員 名 松
田

浜
野

萬
亀
山

前
崎

北
藤

志
村

星
加

山
谷

渡
辺

小
田

旗
手

浜
頭

堀
田開催日 開催会議名・主な内容

９／29 議会モニター会議（１班） － ○ － － － ○ × ○ － ○ ○ ○ ○

10／９ 南十勝町村議会議員研修会（大樹町） ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ × ○ ○ ×

10／27 第８回議員協議会 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11／13 第９回議員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11／25 第10回議員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11／26 高校生とのまちづくり懇談会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

12／８ 第11回議員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○：出席　×：欠席　遅：遅参　早：早退　－：対象外（３）議員協議会・研修・その他
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次のページは「一般質問」

『サンタランド・企業誘致・オンライン面会・空き家対策』

松
ま つ

田
だ

健司 議員

町
内
飲
食
店
へ
の

さ
ら
な
る
支
援
に

つ
い
て
、
冬
場
の
感
染
予
防

対
策
で
厚
生
労
働
省
よ
り
特

に
有
効
だ
と
推
奨
さ
れ
て
い

る
室
内
の
換
気
と
湿
度
の
維

持
、
口
か
ら
の
飛
沫
の
防
止

を
重
点
と
し
た
取
り
組
み
を

強
化
す
る
事
業
所
に
対
し
、

新
北
海
道
ス
タ
イ
ル
の
も
と
、

広
尾
町
独
自
の
感
染
症
対
策

支
援
制
度
を
創
設
し
、
町
独

自
の
支
援
が
で
き
な
い
か
。

　

ま
た
、
取
り
組
み
を
強
化

し
た
事
業
所
へ
認
定
ス
テ
ッ

カ
ー
を
交
付
し
、
町
民
が
安

心
し
て
飲
食
が
で
き
る
店
を

増
や
す
こ
と
で
町
内
の
経
済

を
少
し
で
も
回
す
こ
と
が
で

き
る
と
思
う
が
、
町
長
の
考

え
は
。

一 般 質 問
一般質問とは・・・

議員が定例議会で町長などに執行機関の考え方について、
報告や説明を求めたり、疑問をただすことです。
広尾町議会では１回目が一括質問方式、２回目以降は
一問一答方式となっています。
※議会だよりでは、内容を要約して掲載しています。

12月定例会では、
７人の議員が一般質問を
行いました。

広尾サンタランドマスコットキャラクター

「さーたちゃん」

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
対
応
し
た
い

飲
食
店
へ
の

感
染
予
防
対
策
支
援
は

町
長

村
瀨
町
長

答
弁

●一般質問　項目一覧
松田健司議員 飲食店への感染予防対策支援は Ｐ７

北藤利通議員
サンタランド　魅力向上の対策は

Ｐ８
企業誘致の取り組みは？

小田雅二議員
求められるオンライン化　その活用方法は

Ｐ９
空き地・空き家対策は

前崎　茂議員
国保病院で人工透析治療を

Ｐ10
新型コロナ　第２次支援体制を

旗手恵子議員 介護保険第８期に向けての対策は
Ｐ11

山谷照夫議員 ＪＲバスの路線維持は

萬亀山ちず子議員 古い看板標識の撤去等の対策は？ Ｐ12

質
問

　

町
民
の
命
と
健
康
を
守
る

こ
と
を
最
優
先
に
様
々
な
感

染
拡
大
防
止
対
策
に
努
め
、

各
種
緊
急
経
済
対
策
を
実
施

し
て
き
た
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
町

内
の
経
済
を
回
す
こ
と
は
喫

緊
の
課
題
で
あ
り
、
特
に
飲

食
店
へ
の
影
響
が
大

き
く
、
町
と
し
て
も

積
極
的
な
取
り
組
み

が
必
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
商
工

会
が
町
内
飲
食
店
の

実
態
を
調
査
し
て
お

り
、
調
査
結
果
を
把

握
し
た
う
え
で
、
感

染
防
止
策
に
積
極
的

に
取
り
組
む
飲
食
店

へ
の
支
援
策
を
検
討

し
て
い
る
。
効
果
的

な
支
援
が
図
ら
れ
る

よ
う
情
報
を
収
集
し
、
さ
ら

に
町
民
が
安
心
し
て
飲
食
店

へ
行
け
る
よ
う
、
商
工
会
と

連
携
し
な
が
ら
ス
ピ
ー
ド
感

を
も
っ
て
対
応
し
て
い
く
。感染症予防に取り組む町内の飲食店
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昭
和
59
年
に
国
内

唯
一
の
「
サ
ン
タ

質
問

ラ
ン
ド
」
と
し
て
、
本
家
ノ

ル
ウ
ェ
ー
か
ら
認
定
さ
れ
、

今
年
で
36
年
に
な
る
。
様
々

な
事
業
を
展
開
し
て
き
て
い

る
が
、
そ
こ
に
住
み
た
い
と

思
え
る
魅
力
あ
る
ま
ち
を
目

指
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う
。

　

以
前
提
案
し
た
夏
の
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
点
灯
や
、

軽
食
を
と
れ
る
よ
う
な
施
設

運
営
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
検
討
を
し
て
い
る
か
。
若

い
世
代
の
希
望
を
叶
え
る
取

り
組
み
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
う
が
、
現
状
に
お
け

る
課
題
を
踏
ま
え
た
今
後
の

事
業
の
考
え
方
や
魅
力
向
上

策
に
つ
い
て
伺
う
。

地
方
創
生
や
昨
今

の
新
型
コ
ロ
ナ
な

ど
、
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
た

雇
用
機
会
の
増
加
を
図
り
、

若
い
人
が
た
く
さ
ん
い
る
活

力
あ
る
ま
ち
、
豊
か
で
住
み

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
の
企
業
誘
致
の
考
え

や
現
状
、
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
う
。

　

何
年
も
放
置
さ
れ
て
い
る

オ
ソ
ウ
シ
牧
場
は
、
山
間
、

斜
面
は
刈
取
り
さ
れ
ず
、
雑

木
が
生
え
て
使
え
な
く
な
る
。

そ
の
た
め
、
価
値
が
な
く
な

る
前
に
希
望
者
へ
提
供
し
た

り
、
業
者
に
譲
渡
す
る
な
ど
、

町
の
経
済
が
回
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
が
。

質
問

企業誘致の取り組みは？

北
き た

藤
ふ じ

利通 議員

企業との協議が調えば進めたい町長

北
き た

藤
ふ じ

利通 議員

民
間
の
力
を
活
用
し
て
い
く

サ
ン
タ
ラ
ン
ド

魅
力
向
上
の
対
策
は

町
長

村
瀨
町
長

答
弁

　

こ
れ
ま
で
企
業
誘
致
は
十

勝
港
を
中
心
に
進
め
て
き
て

い
る
。
し
か
し
、
平
成
23
年

に
第
４
ふ
頭
で
飼
料
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
が
本
格
稼
働
を
開
始

し
て
以
来
、
町
内
企
業
に
よ

る
工
場
新
設
は
あ
っ
た
も
の

の
、
企
業
立
地
が
な
さ
れ
て

い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

十
勝
港
へ
の
企
業
誘
致
に

は
、
定
期
航
路
の
開
設
が
必

要
で
、
そ
の
た
め
に
は
十
勝

港
に
常
に
荷
物
と
し
て
農
産

物
が
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
航
路
と
施
設
の
両
方
が

同
時
に
進
み
、
さ
ら
に
高
規

格
道
路
の
十
勝
港
ま
で
の
延

伸
も
不
可
欠
で
あ
る
。

　

企
業
誘
致
を
進
め
る

う
え
で
は
、
港
も
重
要

点
で
あ
る
が
、
オ
ソ
ウ

シ
牧
場
も
い
ろ
い
ろ
な

企
業
が
目
を
向
け
て
お

り
、
日
高
山
脈
の
景
観

や
大
き
な
土
地
な
ど
の

利
活
用
も
企
業
と
の
協

議
が
調
え
ば
進
め
た
い
。

村
瀨
町
長

答
弁

　

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
に
よ
り
各
種
イ
ベ
ン
ト

が
中
止
に
な
っ
た
が
、大
丸
山

第
２
展
望
台
付
近
の
16
メ
ー

ト
ル
の
ト
ド
マ
ツ
に
２
万
個

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
装
飾
し
た
ジ
ャ

ン
ボ
ツ
リ
ー
や
、
４
０

０
０
個
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
装

飾
し
た
メ
イ
ン
ツ
リ
ー

を
整
備
す
る
な
ど
、
大

丸
山
森
林
公
園
を
中
心

に
シ
ン
ボ
ル
ゾ
ー
ン
と

し
て
魅
力
向
上
に
努
め

た
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
度

か
ら
民
間
の
能
力
を
活

用
で
き
る
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
し
、
夏
場

の
点
灯
な
ど
利
用
者
の

多
様
化
し
た
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
き
め
細
か
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、

満
足
度
を
向
上
さ
せ
た
い
。

　

さ
ら
に
、
サ
ン
タ
ラ
ン
ド

の
魅
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
進
め
る
べ
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
組
織
し
、
民
間

主
導
で
サ
ン
タ
ラ
ン
ド
を
町

民
か
ら
盛
り
上
げ
る
機
運
を

高
め
て
い
く
。

新たな制度を導入しサンタランドを盛り上げていく

雇用を増やし活力あるまちへ
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が
不
明
と
な
っ
て
お
り
、
九

州
の
面
積
と
ほ
ぼ
同
じ
大
き

さ
で
あ
る
。
こ
れ
は
相
続
さ

れ
て
い
く
土
地
の
登
記
が
法

で
義
務
化
さ
れ
て
い
な
い
た

め
で
、
全
国
的
な
地
価
の
下

落
が
拍
車
を
か
け
て
い
る
。

　

ま
た
、
古
い
空
き
家
を
取

り
壊
さ
な
い
理
由
に
は
更
地

に
す
る
こ
と
で
税
額
が
増
え

る
と
思
わ
れ
て
い
る
こ
と
も

あ
る
。
所
有
権
放
棄
が
法
で

認
め
ら
れ
な
い
状
況
で
は
、

今
後
全
国
的
に
ま
す
ま
す
空

き
地
・
空
き
家
が
増
え
、
地

方
の
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
化
は

加
速
す
る
。
不
要
と
な
っ
た

私
有
地
を
自
治
体
が
引
き
受

け
ざ
る
を
得
な
い
時
代
が
来

る
が
、
町
と
し
て
の
検
討
状

況
は
。

質
問

全
国
の
私
有
地
の

20
％
が
、
所
有
者

小
お

田
だ

雅二 議員

　

固
定
資
産
税
の
住
宅
用
地

の
軽
減
特
例
が
あ
る
が
、
地

方
で
は
住
宅
を
取
り
壊
し
た

方
が
税
が
安
く
な
る
場
合
が

あ
る
。

　

老
朽
化
し
た
空
き
家
は
危

険
な
た
め
、
平
成
28
年
度
に

条
例
の
制
定
や
空
き
家
等
対

村
瀨
町
長

答
弁

策
協
議
会
を
設
置
し
て

本
格
的
な
対
策
を
行
っ

て
い
る
。
必
要
に
応
じ

て
所
有
者
へ
連
絡
し
協

力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
働
き
か
け

に
よ
り
、
危
険
な
空
き

家
を
12
件
解
体
撤
去
し

た
。

　

ま
た
、
町
で
は
今
年

度
か
ら
50
万
円
を
限
度

に
解
体
費
用
の
８
割
ま

で
補
助
す
る
制
度
も
創

設
し
た
。

　

私
有
地
の
空
き
地
は
、
自

治
体
が
そ
の
利
用
に
関
す
る

口
出
し
や
管
理
に
介
入
で
き

な
い
が
、
適
切
な
管
理
が
さ

れ
て
い
な
け
れ
ば
、
所
有
者

に
整
備
を
促
す
こ
と
も
行
っ

て
い
る
。
問
題
解
消
に
向
け

た
法
改
正
等
も
見
据
え
つ
つ

対
応
し
て
い
き
た
い
。

空き家の適切な管理が求められている

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

各
種
の
会
議
、
講

演
、
面
会
に
つ
い
て
も
オ
ン

ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
が
一
般
的

に
な
っ
た
が
、
社
会
を
形
成

し
て
い
く
う
え
で
人
と
人
、

家
族
と
家
族
の
つ
な
が
り
を

維
持
し
て
い
く
こ
と
は
重
要

か
つ
基
本
と
言
え
る
。
町
の

高
齢
者
施
設
で
も
オ
ン
ラ
イ

ン
面
会
の
運
用
が
求
め
ら
れ

る
が
、
そ
の
進
捗
状
況
や
内

容
に
つ
い
て
伺
う
。

　

ま
た
、
こ
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
は
、
例
え
ば
学
童
保
育
の

現
場
に
ウ
ェ
ブ
カ
メ
ラ
を
設

置
す
る
等
し
て
類
似
の
運
用

サ
ー
ビ
ス
も
可
能
だ
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

村
瀨
町
長

答
弁

質
問

求められるオンライン化
　　　　　　その活用方法は

高齢者施設の面会に活用町長

家族とオンライン面会をする入所者

小
お

田
だ

雅二 議員

所
有
者
に
整
備
を
促
し

　
　
　

法
改
正
等
も
検
討

空
き
地
・
空
き
家
対
策
は

町
長

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
は
新
型

コ
ロ
ナ
の
感
染
経
路
遮
断
の

た
め
、
原
則
、
入
所
者
へ
の

面
会
を
禁
止
し
て
い
る
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
を
活
用
し
て
施

設
の
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
環
境
を
整

備
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
面
会
の

準
備
を
進
め
て
き
た
。

　

特
養
は
12
月
１
日
に
整
備

済
み
で
、
養
護
は
、
令
和
３

年
２
月
頃
を
め
ど
に
進
め
て

お
り
、
そ
れ
ま
で
の
期
間
は
、

特
養
の
面
会
シ
ス
テ
ム
を
活

用
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

面
会
方
法
は
、
ウ
ェ

ブ
ア
プ
リ
を
使
用
し
た

ビ
デ
オ
電
話
で
、
ご
家

族
側
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
の
端
末
の
準
備

が
必
要
と
な
る
。
ご
家

族
で
端
末
を
持
っ
て
い

な
い
方
は
、
施
設
に
来

所
し
オ
ン
ラ
イ
ン
面
会

が
で
き
る
準
備
を
し
て

い
る
。

　

こ
の
運
用
に
つ
い
て
、

ほ
か
の
分
野
へ
の
活
用

の
視
点
も
持
ち
な
が
ら
、

検
証
を
し
て
い
き
た
い
。
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世
界
を
震
撼
さ
せ

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

質
問

イ
ル
ス
感
染
拡
大
は
収
束
す

る
ど
こ
ろ
か
、
首
都
圏
を
中

心
に
拡
大
し
て
お
り
、
十
勝

で
も
新
規
感
染
者
が
発
生
し
、

忘
年
会
や
新
年
会
も
９
割
以

上
が
中
止
す
る
な
ど
飲
食
店

等
の
売
り
上
げ
は
大
幅
に
減

少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

　

大
樹
町
で
は
、
12
月
議
会

で
第
２
弾
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
を
発
行
し
、
町
内
に

お
け
る
消
費
喚
起
の
対
策
を

講
じ
る
と
し
て
い
る
。
本
町

に
お
い
て
も
、
飲
食
店
を
は

じ
め
と
す
る
第
２
次
支
援
事

業
と
し
て
、
①
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
の
発
行
、
②
中
小

企
業
給
付
金
支
援
事
業
を
再

構
築
し
、
本
町
の
経
済
を
支

え
て
い
く
べ
き
と
思
う
が
。

全
国
の
慢
性
腎
不

全
に
よ
る
人
工
透

析
患
者
は
年
々
増
加
し
て
お

り
、
本
町
で
も
直
近
10
年
間

で
は
16
人
か
ら
19
人
程
度
だ
っ

た
が
、こ
こ
１
、２
年
は
24
人

か
ら
25
人
と
急
増
し
て
い
る
。

　

標
準
的
な
人
工
透
析
治
療

に
か
か
る
時
間
は
４
時
間
か

ら
５
時
間
だ
が
、
本
町
で
は

さ
ら
に
大
樹
町
ま
で
の
通
院

時
間
や
待
ち
時
間
が
加
わ
り
、

大
変
疲
れ
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。
広
尾
町
国
保
病
院
で
人

工
透
析
治
療
が
で
き
る
よ
う

切
実
な
声
が
寄
せ
ら
れ
て
お

り
、
早
期
に
施
設
整
備
を
検

討
す
べ
き
で
は
。
併
せ
て
予

防
対
策
の
考
え
は
。

質
問

国保病院で人工透析治療を

課題はあるが検討を進めていく町長

前
ま え

崎
ざ き

　茂 議員

村
瀨
町
長

答
弁

　

10
月
か
ら
大
型
タ
ク
シ
ー

に
よ
る
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
し
た
が
、
透
析
患
者
が
増

加
傾
向
に
あ
る
現
状
と
、
大

樹
町
ま
で
の
通
院
に
お
け
る

心
身
的
・
経
済
的
な
負
担
を

考
慮
し
、
広
尾
町
国
保
病
院

で
の
透
析
治
療
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

透
析
治
療
体
制
整
備
に
要

す
る
費
用
は
、
ベ
ッ
ド
数
を

７
床
と
し
た
場
合
、
医
療
機

器
整
備
と
排
水
設
備
工
事
を

合
わ
せ
て
３
６
０
０
万
円
余

り
と
試
算
す
る
。
ま
た
、
こ

の
ほ
か
に
専
門
医
や
技
術
医

療
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
、
透
析

治
療
用
の
専
用
ス
ペ
ー

ス
の
増
築
が
課
題
と
な

る
。

　

患
者
増
加
要
因
と
し

て
食
生
活
が
要
因
の
ひ

と
つ
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
特
定
健
診
や

特
定
保
健
指
導
の
受
診

を
勧
奨
し
、
早
期
発
見
・

重
症
化
予
防
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

村
瀨
町
長

答
弁

　

他
町
村
の
各
対
策
は
国
の

地
方
交
付
金
を
充
て
て
お
り
、

町
村
の
判
断
で
内
容
が
異
な

る
。
本
町
は
、
中
小
企
業
緊

急
支
援
の
ほ
か
、
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
、
老
人
ホ
ー
ム

の
見
守
り
付
き
コ
ー
ル
シ
ス

テ
ム
な
ど
住
民
生
活
に
密
接

し
、
か
つ
コ
ロ
ナ
感
染

対
策
に
対
応
す
る
内
容

を
選
択
し
て
対
策
を
講

じ
て
き
た
。

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
発
行
な
ど
第
２
次
の

支
援
体
制
の
構
築
に
つ

い
て
、
本
町
は
緊
急
的

な
経
済
対
策
と
し
て
の

考
え
で
あ
り
、
国
の
第

３
次
補
正
で
経
済
対
策

予
算
等
の
措
置
が
見
込

め
る
段
階
で
総
合
的
に

判
断
し
た
い
。

　

今
後
も
、
効
果
的
な
支
援

が
図
ら
れ
る
よ
う
情
報
収
集

に
努
め
、
商
工
会
等
関
係
者

と
連
携
し
て
適
切
に
対
策
を

進
め
て
い
く
。

町内での透析治療実施に向けて検討

前
ま え

崎
ざ き

　茂 議員

予
算
措
置
の
見
込
み
が
あ
れ
ば
判
断
す
る

新
型
コ
ロ
ナ　

第
２
次
支
援
体
制
を

町
長

売り上げが回復しない飲食業への支援が喫緊の課題
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ら
月
４
４
０
０
円
を
維
持
。

要
介
護
認
定
率
は
15
・
１
％

で
、
と
も
に
管
内
低
位
と
な
っ

て
い
る
。
そ
れ
で
も
利
用
者

の
中
に
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
回
数
を
減
ら
す
な
ど
調

整
し
て
い
る
実
態
も
あ
る
が
、

実
態
調
査
は
実
施
し
て
い
る

か
。
ま
た
、
介
護
従
事
者
の

処
遇
改
善
が
必
要
で
は
。

　

政
府
は
、
要
支
援
者
等
に

限
定
さ
れ
て
い
る
介
護
予
防
、

日
常
生
活
支
援
事
業
の
対
象

者
に
つ
い
て
、
来
年
度
か
ら

市
町
村
の
判
断
に
よ
り
、
要

介
護
者
も
総
合
事
業
の
対
象

に
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
。

本
町
は
、
ど
の
よ
う
な
形
で

運
用
す
る
の
か
。
こ
れ
が
進

む
と
、
な
し
崩
し
的
に
要
介

護
も
総
合
事
業
に
な
る
危
険

が
あ
る
の
で
は
。

質
問

本
町
は
、
介
護
保

険
料
を
第
５
期
か

Ｊ
Ｒ
バ
ス
は
「
生

活
路
線
」
と
「
通

学
路
線
」
で
も
あ
り
、
ま
た

日
高
山
脈
襟
裳
国
立
公
園
化

の
動
き
か
ら
「
観
光
路
線
」

と
も
な
る
。

　

町
政
執
行
方
針
で
、
利
用

状
況
か
ら
本
年
度
中
に
方
向

性
を
判
断
し
た
い
と
し
て
い

る
が
、
第
６
次
広
尾
町
ま
ち

づ
く
り
「
実
施
計
画
」
で
は
、

令
和
３
年
度
か
ら
５
年
間
は

維
持
さ
れ
る
が
、
令
和
８
年

度
以
降
は
ど
う
考
え
て
い
る

か
。
ま
た
、
沿
線
住
民
の
意

見
集
約
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。
さ
ら
に
、「
え
り
も
町
」

と
の
協
議
等
が
必
要
と
思
う

が
、
そ
の
用
意
は
あ
る
か
。

村
瀨
町
長

答
弁

質
問

旗
は た

手
て

恵子 議員

　

実
態
調
査
は
し
て
い
な
い

が
、
担
当
ケ
ア
マ
ネ
が
利
用

者
本
人
や
家
族
と
話
し
合
い
、

サ
ー
ビ
ス
内
容
や
頻
度
等
を

決
定
す
る
た
め
、
自
己
負
担

を
理
由
に
利
用
を
控
え
る
方

は
見
受
け
ら
れ
な
い
。

　

養
護
・
特
養
に
お
け
る
介

護
従
事
者
の
処
遇
は
、
会
計

村
瀨
町
長

答
弁

年
度
任
用
職
員
制
度
の

移
行
で
、
月
給
制
と
昇

給
の
付
与
、
通
勤
手
当

の
支
給
や
休
暇
の
繰
越

し
な
ど
改
善
し
て
い
る
。

ま
た
、
町
内
の
居
宅
介

護
支
援
事
業
所
も
、
介

護
報
酬
に
お
け
る
特
定

事
業
所
加
算
等
を
獲
得

し
、
人
件
費
に
充
て
る

な
ど
、
処
遇
改
善
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

　

総
合
事
業
の
介
護
予

防
・
生
活
サ
ー
ビ
ス
支
援
事

業
の
う
ち
、
本
町
が
提
供
す

る
訪
問
介
護
と
通
所
介
護
は
、

介
護
給
付
を
基
本
と
し
て
お

り
、
要
支
援
か
ら
要
介
護
に

な
っ
た
場
合
は
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
総
合
事
業
か
ら
介
護

給
付
に
切
り
替
え
て
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
く
。

ケアの充実には介護従事者の処遇改善も必要

健
全
な
介
護
保
険

運
営
を
進
め
る

町
長

ＪＲバスの路線維持は

今後のあり方を検討中町長

山
や ま

谷
や

照夫 議員

ＪＲバスの乗車人数及び委託料

　

Ｊ
Ｒ
北
海
道
バ
ス
が
廃
止

さ
れ
た
翌
日
か
ら
委
託
を
し

て
運
行
の
継
続
と
沿
線
住
民

の
交
通
の
便
を
守
っ
て
き
た
。

し
か
し
利
用
者
数
は
平
日
平

均
２
・
98
人
で
あ
り
、
利
用

者
数
の
減
少
に
よ
り
委
託
料

は
増
加
し
て
い
る
。

　

第
６
次
ま
ち
づ
く
り
推
進

総
合
計
画
の
前
期
５
年
で
、

買
い
物
の
足
の
確
保
や
公
共

交
通
の
抜
本
的
な
改
革
を
想

定
し
て
い
る
た
め
、
令
和
８

年
度
以
降
は
Ｊ
Ｒ
バ
ス
の
維

持
に
限
ら
な
い
と
考
え
る
。

　

沿
線
住
民
に
は
、「
運
行

時
間
が
利
用
し
に
く
い
」
と

の
意
見
が
あ
り
、
え
り
も
町

と
は
効
率
的
な
運
行
を
す
る

た
め
の
協
議
を
重
ね
て
い
る
。

令
和
３
年
度
は
現
行
ど
お
り

運
行
継
続
す
る
が
、
今
後
の

あ
り
方
は
検
討
し
て
い
く
。

年 度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度
Ｈ31

（Ｒ１）
年度

年 間
乗車人数

1742人 1839人 1785人 1393人 991人

委 託 料
587万
2500円

587万
2500円

587万
2500円

683万
500円

642万
4000円

介
護
保
険
第
８
期
に

向
け
て
の
対
策
は
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も
本
気
で
意
見
交
換
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

真剣な眼差しで傍聴する高校生

※グランピング

グラマラス（魅力的な）とキャンピングを合わせた造語。

テント設営や食事の用意等があらかじめ準備されており、初心者でも気軽

に楽しむことができるもの。

広 尾 生高 校 一般質問を傍聴
　

11
月
26
日
開
催
の
「
広
尾
高
校
生

と
議
会
議
員
の
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」

を
踏
ま
え
て
、
広
尾
高
校
第
１
学
年

45
名
（
う
ち
４
名
欠
席
）
が
12
月
９

日
の
一
般
質
問
を
傍
聴
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

で
１
ク
ラ
ス
を
２
班
に
分
け
て
の
傍

聴
と
な
り
、
短
い
時
間
の
中
で
し
た

が
、
熱
心
に
傍
聴
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
傍
聴
し
た
高
校
生
の
感
想
の

一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

高校生の感想
・�懇談会で自分たちが出した意見の内容が含まれていて、意見を出
すことは大切だとわかった。
・自分たちの意見が届いていてうれしかった。
・�町をより良くするために、議会で詳しく話しているのを聞いて自
分たちでも何かできることがあったらやっていきたいと思った。
・�自分たちに困ったことがあれば、議員に言えば解決できる可能性
があるとわかった。
・町議会では町民の意見を用いて提案しているのだと思った。
・色々なデータを基に説明していてすごいと思った。
・�懇談会で提案したことが少し内容に入っていたので、町民の声は
取り入れられているのだと思った。
・�高校生からも案を出して広尾町を変えることができると思った。
今後の広尾町の変化が楽しみだと思った。
・町民のために様々な問題を細かく話し合っていることが伺えた。
・�課題を出すのは簡単だけど、改善するにはお金や町民のことも考
えながらしないといけないから難しいことがわかった。

町
内
に
は
、
過
去

に
設
置
し
た
老
朽

化
が
進
ん
だ
看
板
や
道
路
標

識
な
ど
が
存
在
し
て
い
る
。

第
６
次
の
「
広
尾
町
ま
ち
づ

く
り
推
進
総
合
計
画
」
に
お

い
て
も
、
安
心
な
町
を
目
指

す
と
し
て
い
る
が
、
景
観
を

損
な
う
看
板
・
標
識
や
、
危

険
を
感
じ
る
空
き
店
舗
や
空

き
家
な
ど
が
目
立
っ
て
い
る
。

　

国
道
３
３
６
号
、
帯
広
方

面
へ
向
か
う
野
塚
市
街
の
カ
ー

ブ
付
近
に
設
置
さ
れ
て
い
る

交
通
安
全
の
啓
発
看
板
は
、

長
年
の
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
、

ド
ラ
イ
バ
ー
に
は
読
み
取
れ

な
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

　

町
の
景
観
保
持
の
考
え
は
。

村
瀨
町
長

答
弁

質
問

萬
ま

亀
き

山
や ま

ちず子 議員

文字が読み取りにくい野塚市街の看板

撤
去
を
予
定
。
今
後
も

見
回
り
、
点
検
を
実
施

町
長

　

指
摘
の
あ
っ
た
野
塚
市
街

の
看
板
は
現
地
確
認
を
行
い
、

風
化
が
進
ん
で
い
た
た
め
交

通
安
全
の
赤
い
回
転
灯
の
み

移
設
し
、
看
板
と
骨
組
み
は

撤
去
予
定
で
あ
る
。

　

良
好
な
景
観
を
保
持
す
る

た
め
、
役
場
各
部
門
が
定
期

的
に
街
灯
や
看
板
、
構
築
物

な
ど
の
見
回
り
点
検
を
行
い
、

問
題
を
発
見
し
た
場
合
や
、

町
民
か
ら
指
摘
が
あ
っ
た
場

合
は
随
時
対
応
し
て
い
る
。

　

今
後
も
景
観
が
損
な
わ
れ

な
い
よ
う
、
ま
た
、
看
板
の

落
下
等
で
事
故
が
起
き
な
い

よ
う
、
適
切
な
見
回
り
や
点

検
、
確
認
を
続
け
、
き
れ
い

で
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
。

古
い
看
板
標
識
の

撤
去
等
の
対
策
は
？
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名
の
み
が
選
ば
れ
て
い
る
の

か
。
日
々
、
町
民
の
声
を
拾

い
、
活
発
な
議
会
と
な
っ
て

ほ
し
い
。

解
決
の
た
め
に
も
う
一
歩
踏

み
込
ん
で
議
論
す
れ
ば
、
具

体
的
な
も
の
に
な
り
、
町
に

提
案
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

一
般
質
問
は
、
発
言
し

た
い
議
員
の
中
か
ら
数

議
会
速
報
の
高
校
生
の

感
想
を
読
む
と
、
問
題

会
派
を
代
表
し
て
質
問

す
る
と
い
う
こ
と
は
な

速
報
に
は
感
想
し
か
掲

載
し
て
い
な
い
が
、
町

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

議
会
報
告
会
後
に
懇
談

を
し
て
み
て
は
。
議
員

文
字
等
を
大
き
く
す
る

と
紙
面
に
掲
載
す
る
内

小
さ
い
。

研
修
し
た
内
容
を
将
来

に
向
け
て
ど
う
生
か
す

議
会
改
革
や
地
方
自
治

の
研
修
を
し
て
お
り
、

検
討
す
る
。

高
校
生
議
会
は
、
有
権

者
教
育
も
含
め
て
地
方

自
治
に
つ
い
て
考
え
る
趣
旨

で
取
り
組
ん
で
お
り
、
二
元

代
表
制
と
い
う
ま
ち
づ
く
り

に
対
し
て
の
仕
組
み
の
理
解

や
議
会
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
う
ね
ら
い
が
あ
る
。

い
。
会
期
中
は
誰
で
も
で
き

る
が
、
そ
の
議
員
し
か
一
般

質
問
を
し
た
い
と
言
っ
て
い

な
い
。
議
会
は
議
決
機
関
で

あ
る
が
、
一
般
質
問
は
、
意

見
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。

へ
の
要
望
等
を
踏
ま
え
た
懇

談
は
で
き
て
い
た
。

一
般
質
問
な
ど
で
議
員

の
考
え
方
を
示
し
て
ほ

高
校
生
の
意
見
を
聴
き
、

議
員
活
動
に
役
立
て
よ

し
い
。

う
と
し
て
い
る
か
。

一
般
質
問
と
は
違
う
場

面
で
も
解
決
で
き
る
こ

懇
談
の
中
で
貴
重
な
意

見
も
あ
り
、
行
政
に
提

と
が
あ
る
。

案
で
き
る
も
の
は
参
考
に
し

る
と
思
う
。

容
を
町
民
に
聞
か
せ
て
ほ
し
い
。

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
つ
け
て
み

て
は
。

の
進
捗
状
況
な
ど
検
証
を
踏

ま
え
た
上
で
、
随
時
議
会
だ

よ
り
に
掲
載
す
る
予
定
は
あ

る
か
。

た
い
。

も
本
気
で
意
見
交
換
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

に
き
ち
ん
と
伝
え
、
町
民
の

思
い
を
く
ん
で
ほ
し
い
。

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
高
校

生
を
含
め
て
合
同
懇
談
会
な

ど
を
開
催
す
る
と
、
高
校
生

は
課
題
に
対
す
る
双
方
の
意

見
を
聴
く
こ
と
が
で
き
、
か

な
り
理
解
す
る
と
思
う
。

止
の
た
め
議
会
報
告
会
を
中

止
し
た
。

容
が
少
な
く
な
る
が
、
検
討

す
る
。

か
、
議
員
間
で
協
議
す
る
。

議
員
個
々
の
取
組
で
資
質
向

上
を
図
っ
て
い
く
。

※ 

議
会
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

　
詳
し
く
は
Ｐ
26
を
参
照

次のページは

「臨時会・議案審査特別委員会」

町
民
の
意
見
を

　
議
会
運
営
に
反
映

 1
25　

　

議
会
モ
ニ
タ
ー
９
人
、
議

員
７
人
が
出
席
し
、
議
会
を

傍
聴
し
た
感
想
や
議
会
改
革

の
取
組
、
議
員
活
動
に
つ
い

て
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。

※
意
見
は
抜
粋
し
て
掲
載
し

て
い
ま
す
。

定
例
会
等

高
校
生
と
の
懇
談

議
会
改
革

そ
の
他

議
会
だ
よ
り

鈴木

宮原

大庭

宮原

上野

上野

大庭

上野

大庭

鈴木

石原

鈴木

上野 菊地會川

議会

議会

議会

議会議会

議会議会

議会

議会

議会

議会議会議会

～
議
会
モ
ニ
タ
ー
会
議
を
開
催
～

決
算
で
同
じ
議
員
ば
か

り
が
討
論
し
て
い
る
。

決
算
に
反
対
す
る
議
員

は
ほ
ぼ
同
じ
傾
向
に
あ

る
。
最
初
の
一
人
目
と
賛
成

討
論
の
趣
旨
が
同
じ
場
合
は

討
論
を
し
な
い
こ
と
が
あ
る
。

意
見
を
述
べ
て
い
る
議

員
は
、
よ
く
勉
強
し
て

い
る
と
思
う
。

モ
ニ
タ
ー
の
意
見
を
受

け
て
、
次
の
議
会
か
ら

討
論
数
が
増
え
る
か
も
し
れ

な
い
。
た
だ
し
、
討
論
が
な

い
場
合
は
、
省
略
す
る
こ
と

も
あ
る
。

た
い
。開

催
す
れ
ば
、
町
民
も

い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
あ

字
の
大
き
さ
は
良
い
が
、

グ
ラ
フ
の
数
字
な
ど
が

レ
ポ
ー
ト
以
外
の
方
法

で
も
受
講
し
た
研
修
内

子
ど
も
向
け
コ
ー
ナ
ー

を
掲
載
し
て
み
て
は
。

議
員
の
資
質
や
意
欲
を

向
上
さ
せ
る
た
め
、
コ
ー

ま
ち
づ
く
り
計
画
の

「
10
年
後
の
め
ざ
す
姿
」

今
後
の
開
催
は
、
試
行

錯
誤
し
て
や
っ
て
い
き

予
算
や
決
算
の
質
疑
を

踏
ま
え
、
議
会
広
報
委

員
が
編
集
す
る
と
思
う
。

議
員
は
町
民
と
懇
談
し

た
内
容
を
役
場
の
職
員

議
員
や
町
長
、
産
業
団

体
、
飲
食
業
な
ど
の
プ

事務局

中
学
生
と
の
懇
談
は
、

十
勝
管
内
で
は
子
ど
も

保
護
者
に
発
表
す
る
機
会
が

あ
り
、
議
員
に
も
見
て
も
ら

え
る
と
深
み
が
出
る
と
思
う
。

る
場
が
一
度
で
も
あ
る
と
、

良
い
経
験
に
な
る
と
思
う
。

議
会
と
し
て
、
教
育
委
員
会

主
催
で
実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
る
。
中
学
生
が
発
表

し
て
い
る
場
面
を
見
学
し
て

み
た
い
。

鈴木

小柳議会

中
学
３
年
生
の
授
業
で
、

広
尾
の
良
い
と
こ
ろ
を

意
見
を
出
し
た
中
学
生

に
議
員
の
考
え
を
伝
え
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○広尾の魅力発信プロジェクト

　 訂正前 　町民が、休日などに町内で過ごすことに飽きており、
　　　　　　　　　　　　　　　↓
　 訂正後 　町民が、休日などに町内で過ごす場所が少ないため、

○自分大好きプロジェクト

　 訂正前 　子ども達の地元への関心が低く、郷土愛が醸成されていない。
　　　　　　　　　　　　　　　↓
　 訂正後 　子ども達の地元への関心が低く、郷土愛の醸成が不十分である。

○芸術文化の振興

　 訂正前 　地域の文化サークルなどの活動が停滞している。
　　　　　　　　　　　　　　　↓
　 訂正後 　地域の文化サークルなどの活動が停滞傾向にある。

○効果的・効率的な行財政運営「成果目標」
　・地方債（借金）残高の金額　　（単位：億円）

　 訂正前 　現状～１５７．６　　中間目標～１１０　　　最終目標～９０
　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　 訂正後 　現状～１５７．６　　中間目標～１２２．３　　最終目標～７７．７

第
６
回
臨
時
会

第
７
回
臨
時
会

11
13

11
25

令和２年度　補正予算の内訳

一般会計 ⑩⑪
84億7452万円 53万円

港湾管理特別会計 ③
1億2945万円

増減なし　　

※歳出の補正

簡易水道事業特別会計 ④
1億3049万円 1万円

下水道事業特別会計 ④
5億2768万円 3万円

国保事業勘定特別会計 ④
9億9465万円 10万円

介護保険特別会計 ⑤
6億9786万円 14万円

介護サービス事業特別会計 ⑤
2億9703万円 45万円

水道事業会計 ③
　収益的収入　１億6132万円
　収益的支出　１億6932万円
　資本的支出　　　8936万円

3万円

122万円

319万円

※会計名の後の丸数字は補正回数� （１万円未満切り捨て）

増

増

増

減

減

減

減

減

減

ま
ち
づ
く
り
推
進
総
合
計
画

計
画
案
一
部
訂
正

議
員
・
特
別
職
・
職
員
の

給
与
を
改
定

人
勧
等
に
伴
う
減
額

職
員
等
給
与

　

人
事
院
勧
告
に
伴
い
、
職

員
の
期
末
勤
勉
手
当
支
給
率

を
、
及
び
特
別
職
報
酬
等
審

議
会
の
答
申
に
基
づ
き
、
議

員
、
特
別
職
の
期
末
手
当
支

　

令
和
２
年
第
７
回
臨
時
会

が
11
月
25
日
に
開
か
れ
、
条

例
改
正
、
補
正
予
算
の
議
案

11
件
を
審
議
。
い
ず
れ
も
全

会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決

し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

期末勤勉手当の支給率

改正前 改正後

議　員 4.40月 4.35月

特別職 4.50月 4.45月

職　員 4.50月 4.45月

許
可

　

令
和
２
年
第
３
回
定
例
会

で
議
案
審
査
特
別
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
、
広
尾
町
ま
ち

づ
く
り
推
進
総
合
計
画
に
つ

い
て
、
記
載
文
書
の
一
部
を

適
切
な
表
現
に
訂
正
し
、
ま

た
、
効
果
的
・
効
率
的
な
行

財
政
運
営
の
成
果
目
標
の
一

部
誤
り
に
つ
い
て
審
議
し
た

結
果
、
訂
正
案
ど
お
り
許
可

し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

給
率
を
そ
れ
ぞ
れ
０
・
０
５

か
月
分
引
き
下
げ
た
。

　

（
令
和
２
年
12
月
１
日
か

ら
適
用
）

「計画案」の主な訂正内容

※ 特別職の期末手当支給率に

特例期間（平成30年４月１

日から令和２年４月29日まで）

があり、その期間は年間4.30

月の支給率でした
3.50

4.00

4.50

Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２

議員 特別職 一般職

（月）

（年度）

期末勤勉手当支給率
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サ
ン
タ
ラ
ン
ド
が「
ま
ち

の
め
ざ
す
将
来
像
」と
な

る
の
は
抽
象
的
な
表
現
で
は
。

「
海
・
山
・
川
」は
自
然

豊
か
な
第
一
次
産
業
を

表
し
経
済
基
盤
を
立
て
、「
希

望
が
灯
る
」
は
安
心
し
て
住

み
続
け
る
町
、
希
望
の
持
て

る
町
を
つ
く
り
、「
サ
ン
タ
ラ

ン
ド
」
は
基
本
理
念
で
あ
る

『
愛
と
平
和
、
感
謝
と
奉
仕
』

を
も
っ
て
町
を
つ
く
っ
て
い

く
思
い
で
あ
る
。

旧
施
設
の
売
却
や
貸
付
、

除
却
を
検
討
す
る
と
あ

現
状
と
課
題
で
「
広
尾

町
な
ら
で
は
の
食
文
化

が
伝
承
さ
れ
ず
、
消
滅
の
危

機
」
と
あ
る
が
、
実
態
に
そ

ぐ
わ
な
い
の
で
は
。

核
家
族
化
が
進
み
、
食

文
化
が
伝
承
さ
れ
づ
ら

く
な
る
と
い
う
危
機
感
が
あ

る
た
め
、
伝
承
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
組
み
立
て
た
。

観
光
交
流
施
設
の
概
要

は
。

広
尾
町
の
食
材
の
魅
力

や
特
色
を
町
内
外
に
広

く
紹
介
し
、
町
民
が
日
常
的

に
集
ま
っ
て
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
施
設
を
め
ざ
す
。
小

規
模
に
建
設
し
、
軌
道
に
乗

れ
ば
将
来
的
に
「
道
の
駅
」

と
し
て
の
機
能
を
備
え
た
い
。

目
標
の
各
項
目
ご
と
に

「
日
本
一
を
め
ざ
す
」と

し
て
い
る
が
、
本
町
の
財
政

や
人
口
の
状
況
か
ら
相
当
無

理
が
あ
り
、
高
す
ぎ
る
目
標

は
挫
折
し
て
し
ま
う
の
で
は
。

日
本
一
と
い
う
言
葉
を

用
い
て
機
運
を
高
め
て

い
く
目
的
や
、
学
生
や
若
い

人
に
積
極
的
な
姿
勢
を
見
せ

て
、
将
来
に
夢
と
希
望
を
も
っ

て
も
ら
う
ね
ら
い
が
あ
る
。

次のページは

「議案審査特別委員会」

議案審査
特別委員会

第６次広尾町まちづ

くり推進総合計画に

ついての質疑内容を

抜粋、要約してお知

らせします。

海・山・川が織りなす、

希望が灯る

サンタランド・ひろお

委 員 長　浜頭　勝
副委員長　北藤利通

11／６,９,13

ま
ち
づ
く
り
の
目
標

将来像

施
設
管
理

日
本
で
一
番
、　
　
　
　

食
べ
物
が
お
い
し
い
ま
ち

魅
力
発
信「
観
光
施
設
」

問問

問 問

問 答

答答 答

答

10年間のまちづくりを審査
令和３年度～12年度 可

決

①広尾の魅力発信プロジェクト
　“広尾の魅力や情報が集まる拠点の創出”

②「広尾の食資源」開発、伝承プロジェクト

　“新たな魅力の創出と今あるものの魅力の再発見”

③「サンタランド」の魅力向上プロジェクト

　“ここにしかない「サンタランド」の魅力に磨きをかける”

④ひろお子育て力向上プロジェクト

　“地域のみんながお父さん、お母さん”

⑤自分大好きプロジェクト

　“関わり、交わり、認めて、育てる、地域の宝”

⑥「賑わいと健康」創出プロジェクト

　“豊かな自然の中で、健康増進と体験型観光を楽しむ！”

⑦買い物利便性向上プロジェクト

　“誰もが町内で買い物しやすい環境をつくる”

⑧空き家再生プロジェクト

　“空き家を徹底的に活用し、人が集まる場をつくる”

方向性

「日本で一番、また来たくなるまちをめざす！」

「日本で一番、食べ物がおいしいまちをめざす！」

「日本で唯一、サンタランドの魅力にあふれるまちをめざす！」

「日本で一番、安心して子どもを育てられるまちをめざす！」

「日本で一番、子どもが自分を好きになれるまちをめざす！」

「日本で一番、田舎を楽しむまちをめざす！」

「日本で一番、町民が買い物に困らないまちをめざす！」

「日本で一番、空き家を活用できるまちをめざす！」

「重点プロジェクト」の概要

る
が
。耐

震
性
の
な
い
建
物
は

取
り
壊
す
こ
と
を
基
本

と
す
る
。
耐
震
基
準
を
満
た

す
も
の
は
用
途
に
応
じ
判
断

し
、
そ
の
都
度
検
討
し
た
い
。

今
ま
で
も
食
資
源
の
開

発
や
商
品
化
、
ブ
ラ
ン

ド
化
が
出
さ
れ
て
い
た
が
、

今
後
の
考
え
は
。

観
光
協
会
を
主
体
と
し

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
、
新
ブ
ラ
ン
ド

の
食
資
源
の
開
発
を
進
め
る
。

問答
「
日
本
で
唯
一
、サ
ン
タ

ラ
ン
ド
の
魅
力
に
あ
ふ

れ
る
ま
ち
を
め
ざ
す
」
と
あ

る
が
、
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
内

で
可
能
な
も
の
は
サ
ン
タ
ラ

ン
ド
に
集
約
し
、
財
源
や
人

材
を
確
保
で
き
な
い
か
。

必
要
に
応
じ
て
横
の
連

携
を
取
り
な
が
ら
進
め

て
い
く
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

の
構
成
員
は
。

各
産
業
団
体
や
町
職
員

と
な
る
。

サ
ン
タ
ラ
ン
ド
振
興
事

業
の
後
期
（
令
和
８
年

度
か
ら
12
年
度
）
が
前
期
よ

り
１
億
円
増
え
て
い
る
が
。

大
丸
山
森
林
公
園
内
に

遊
具
を
設
置
し
た
い
。

サ
ン
タ
ラ
ン
ド
魅
力
向
上

問問問 答答答
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保
育
士
の
慢
性
的
な
不

足
に
つ
い
て
、
具
体
的

な
策
は
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
を

行
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

有
資
格
者
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
就
労
を
義
務
付
け
る
資

格
取
得
の
貸
付
・
助
成
制
度

を
検
討
す
る
。

「
日
本
で
一
番
、安
心
し

て
子
ど
も
を
育
て
ら
れ

る
ま
ち
を
め
ざ
す
」
と
あ
り
、

出
産
祝
い
金
制
度
を
創
設
す

る
と
あ
る
が
、
先
進
町
村
は

よ
り
子
育
て
支
援
に
力
を
入

れ
て
い
る
の
で
は
。

母
子
年
金
や
遺
児
手
当

な
ど
他
町
村
に
は
な
い

子
育
て
支
援
を
し
て
い
る
。
財

政
状
況
を
踏
ま
え
、
子
育
て
世

帯
の
負
担
軽
減
を
図
り
た
い
。

サ
ン
タ
ラ
ン
ド
の
他
に

も
、
フ
ン
ベ
の
滝
な
ど

魅
力
あ
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が

あ
る
の
で
は
。

ま
ち
を
訪
れ
る
人
が
観

光
情
報
を
手
軽
に
入
手

で
き
る
よ
う
情
報
発
信
力
を

強
化
し
た
い
。

サ
ン
タ
メ
ー
ル
の
利
用

減
少
は
、
価
格
を
引
き

上
げ
た
か
ら
で
は
。

物
価
や
郵
便
料
が
上
昇

し
て
い
る
。
５
０
０
円

を
維
持
し
サ
ン
タ
メ
ー
ル
を

継
続
し
た
い
。

「
漁
港
が
に
ぎ
わ
う
ま
ち
」

と
あ
る
が
、
釣
り
場
の

規
制
は
あ
る
か
。
ま
た
、
地

域
振
興
の
た
め
の
情
報
公
開

の
考
え
は
。

規
制
場
所
以
外
は
、
釣

り
が
で
き
る
と
い
う
認

識
で
あ
る
。
今
の
時
期
は
何

が
釣
れ
る
か
な
ど
情
報
発
信

を
行
い
た
い
。

問

問

問

問問問

答

答

答

答答答

日
本
で
一
番
、　
　

田
舎
を
楽
し
む
ま
ち

ひ
ろ
お
子
育
て
力
向
上

教
職
員
の
働
き
方
改
革

教
職
員
の
業
務
負
担
軽

減
を
図
る
取
組
は
。

部
活
動
の
週
休
２
日
制

度
や
定
時
退
勤
日
の
設

補
助
員
や
事
務
補
助
員
を
配

置
し
て
い
る
。

定
、
ま
た
、
町
独
自
の
教
員

教
員
住
宅

芸
術
文
化
の
振
興

教
員
住
宅
を
改
築
す
る

な
ど
環
境
整
備
が
必
要

で
は
。改

築
計
画
は
な
く
、
民

間
ア
パ
ー
ト
を
活
用
し

て
も
ら
う
考
え
で
あ
る
。

30
年
前
の
第
３
次
総
合

発
展
計
画
に
計
上
さ
れ
、

先
送
り
さ
れ
て
い
る
文
化
ホ
ー

ル
の
記
載
が
無
く
な
っ
た
が
。

町
政
懇
談
会
や
産
業
・

経
済
・
福
祉
の
各
種
懇

談
会
等
で
町
民
か
ら
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
の
要
望
が
な
く
、

人
口
減
少
や
財
政
状
況
か
ら

必
要
性
を
問
う
意
見
も
あ
っ

た
。
事
業
費
は
20
億
円
超
で
、

年
間
維
持
費
は
５
０
０
０
万

円
と
試
算
し
、
財
政
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
等
を
勘
案
し
盛

り
込
む
こ
と
が
叶
わ
な
か
っ
た
。

大
樹
町
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
を
広
域
利
用
し
、

多
様
な
芸
術
鑑
賞
機
会
を
提

問問問 答答

供
す
る
と
あ
る
。
送
迎
バ
ス

運
行
基
準
の
規
定
は
。

各
団
体
が
年
に
１
回
バ

ス
を
利
用
し
て
町
外
に

出
ら
れ
る
貸
出
規
程
に
な
っ

て
お
り
、
広
域
利
用
に
向
け

て
検
討
す
る
。

キ
ャ
ン
プ
場

文
化
財
の
保
存
、継
承

キ
ャ
ン
プ
場
の
運
営
を

継
続
す
る
の
か
。

キ
ャ
ン
プ
場
の
維
持
管

理
費
は
年
間
約
４
０
０

万
円
。
改
修
費
用
は
約
６
０

博
物
館
応
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
育
成
す
る
と
あ
る

が
具
体
的
な
内
容
は
。

広
尾
町
検
定
を
実
施
す

る
な
ど
町
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
い
、
ガ
イ
ド
役
を
担

う
人
材
を
育
成
し
た
い
。
ま

た
、
博
物
館
で
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

や
ゲ
ー
ム
な
ど
イ
ベ
ン
ト
の

充
実
を
図
る
。

問

問

答

答

答

０
０
万
円
を
見
込
ん
で
お
り
、

再
整
備
を
す
る
か
検
討
す
る
。

※ファミリー・サポート・センター事業
　 子育ての助けがほしい人、子育てのお手伝いをしたい人、両方を兼ねる
人が会員登録し、子育てのサポートを提供する相互援助活動。

※

真冬には湧き出した地下水が見事な氷柱に（フンベの滝）

近海の魚類や漁法なども展示している

（海洋博物館・郷土文化保存伝習館）
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情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ

Ｔ
）の
整
備
後
、先
端
技

術
の
導
入
に
向
け
、町
独
自
の

考
え
や
方
向
性
は
。

産
業
団
体
と
町
が
連
携

し
、
民
間
事
業
者
の
ノ

ウ
ハ
ウ
も
取
り
入
れ
て
広
尾

町
に
合
っ
た
形
で
進
め
て
い

き
た
い
。

高
齢
者
が
買
い
物
に
出

か
け
よ
う
と
す
る
気
持

ち
を
後
押
し
す
る
環
境
の
実

現
性
は
あ
る
か
。

ベ
ン
チ
の
設
置
や
新
た

な
交
通
体
系
を
検
討
し
、

外
出
し
や
す
い
支
援
を
進
め

た
い
。

　

ま
た
、
商
工
会
を
中
心
に

情
報
発
信
を
充
実
さ
せ
、
地

域
内
の
消
費
を
喚
起
し
た
い
。

空
き
家
を
リ
フ
ォ
ー
ム

し
ミ
ニ
道
の
駅
や
サ
ー

フ
ァ
ー
の
休
憩
所
と
し
て
利

用
す
る
と
あ
る
が
、
施
設
の

維
持
管
理
、
運
営
は
ど
う
す

る
の
か
。
ま
た
、
空
き
家
・

空
き
店
舗
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
７
３
０
万
円
の
予
算
計

画
が
あ
る
が
内
容
は
。

町
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

で
活
用
方
法
を
検
討
す
る
。

運
営
や
管
理
は
、
町
内
会
や

同
好
会
な
ど
地
域
が
担
う
形

を
想
定
し
て
い
る
。
予
算
は
、

中
規
模
の
空
き
店
舗
で
試
算

次のページは「常任委員会」

問答

空
き
家
の
再
生

し
た
が
、
利
用
目
的
を
達
成

す
る
た
め
の
必
要
最
低
限
の

改
修
と
す
る
。

問答 買
い
物
の
利
便
性
向
上

問答
居
住
環
境
の
整
備

公
営
住
宅
の
10
年
後
の

管
理
戸
数
は
。

１
０
３
戸
解
体
し
、
５

４
２
戸
と
計
画
す
る
。

問答 情
報
通
信
技
術
等
の
活
用

第
５
次
の
10
年
間
で
は
、

歳
出
総
額
が
大
幅
に
増

え
て
い
る
が
、
第
６
次
ま
ち

づ
く
り
計
画
の
財
政
収
支
計

画
で
大
き
な
乖
離
が
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
。

厳
し
い
財
政
状
況
で
あ

る
が
、
第
６
次
計
画
の

事
業
を
確
実
に
実
行
し
て
い

く
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

で
あ
る
。

10
年
後
の
広
尾
町
の
未

来
の
た
め
、
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、

財
政
状
況
を
再
認
識
す
べ
き
。

第
５
次
行
政
改
革
大
綱

（
平
成
30
年
度
か
ら
令

和
６
年
度
）
を
策
定
し
て
お

り
、
歳
入
の
確
保
、
歳
出
の

削
減
努
力
を
し
、
行
政
改
革

を
着
実
に
実
行
す
る
。

効
果
的
・
効
率
的
な

行
財
政
運
営　
　
　

問問 答答

ご
み
の
排
出
量
を
減
ら

す
取
組
は
。

ご
み
減
量
化
の
メ
リ
ッ

ト
を
出
前
講
座
等
で
く

り
返
し
Ｐ
Ｒ
し
、
啓
蒙
に
努

め
た
い
。

環
境
衛
生
の
向
上
・

資
源
リ
サ
イ
ク
ル　

問答

情
報
発
信
を
し
て
い
く

う
え
で
、
情
報
リ
テ
ラ

広
報
・
広
聴
、　

情
報
公
開
の
充
実

問

※リノベーション
　 既存の建物に大規模な改修工事を行い、用途や機能を変更して性能を向
上させたり、付加価値を与えること。

※情報リテラシー
　情報・データを管理、活用する能力。

シ
ー
を
養
う
取
組
は
あ
る
か
。

町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
全
面
更
新
時
に
、
勉

強
会
を
開
催
し
た
。
町
民
の

情
報
通
信
員
に
は
、
高
校
生

を
含
め
学
び
の
機
会
を
提
供

し
た
い
。

町債残高と歳入不足及び基金残高の見込

-5
0

50

100

150

R３ R４ R５ R６ R７ R８ R９ R10 R11 R12

歳入不足 町債残高（全会計） 基金残高

（町債残高：億円） （基金残高：億円）

0

10

30

20

（年度）

港湾借換債の償還が終わる令和11年度まで
収支不足が見込まれる

※

※

before

after

大学生がインターンシップで滞在する空き家を

リノベーション（音調津）

答
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経
験
の
長
い
臨
時
職
員

や
パ
ー
ト
を
正
職
員
化

で
き
な
い
か
。

会
計
年
度
任
用
職
員
に

な
り
待
遇
改
善
さ
れ
て

い
る
た
め
、
正
職
員
化
は
考

え
て
い
な
い
。

職
員
数
の
不
足
は
あ
る

か
。

養
護
は
採
用
見
込
み
が

あ
り
不
足
し
な
い
が
、

特
養
は
10
人
採
用
し
て
も
多

く
は
な
い
。

定
員
数
に
近
い
待
機
者

数
だ
が
、
増
床
が
必
要

で
は
。今

後
も
待
機
者
は
増
え

る
と
思
う
が
、
国
は
在

宅
生
活
を
推
進
し
て
い
る
た

め
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

が
必
要
に
な
る
と
考
え
る
。

総務常任委員会

委員長　旗手恵子　副委員長　北藤利通

調査日　令和２年10月15日

　

職
員
は
標
準
予
防
策
に
加

え
、
１
ケ
ア
１
手
洗
い
を
徹

底
し
、
入
所
者
も
見
守
り
の

も
と
手
洗
い
や
消
毒
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
施
設
で
の

対
応
指
針
の
策
定
や
感
染
症

の
発
生
を
想
定
し
た
研
修
の

開
催
、
来
所
者
の
健
康
状
態

の
確
認
な
ど
感
染
症
対
策
を

し
て
い
る
。

　

感
染
者
数
が
増
加
し
た
４

月
か
ら
両
老
人
ホ
ー
ム
と
も

面
会
を
禁
止
し
て
お
り
、
今

後
は
施
設
内
の
Ｗ
ｉ

－

Ｆ

ｉ
環
境
を
整
備
し
、
オ
ン
ラ

イ
ン
面
会
が
で
き
る
よ
う
準

備
を
進
め
て
い
る
。

　

各
行
事
は
外
部
の
慰
問
な

ど
を
禁
止
し
、
規
模
を
縮
小

し
て
い
る
。
ま
た
、
入
所
者

単
独
で
の
外
出
を
禁
止
し
、

必
要
時
に
職
員
が
送
迎
す
る

が
、
職
員
数
の
不
足
で
対
応

困
難
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。

感
染
症
予
防
に
よ
る
負
担
が

増
加
し
て
い
る
た
め
、
洗
濯

や
掃
除
な
ど
の
間
接
的
な
介

護
業
務
を
行
う
職
員
の
確
保

を
検
討
し
て
い
る
。

　

物
品
と
し
て
、
消
毒
液
や

マ
ス
ク
な
ど
衛
生
用
品
は
充

養護・特養の運営状況

　常任委員会　所管事務調査
～新型コロナ感染症の対応～

■
無
線
通
信
環
境
の
整
備

　

現
在
使
用
し
て
い
る
ナ
ー

ス
コ
ー
ル
は
１
台
し
か
な
く
、

広
い
施
設
内
で
は
不
便
な
た

め
、
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
環
境
を

活
用
し
た
無
線
通
信
（
イ
ン

カ
ム
）
を
導
入
す
る
。
必
要

時
及
び
緊
急
時
に
支
援
員
内

で
共
有
で
き
、
す
ぐ
に
対
応

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

■ 

Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
を
活
用
し

た
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
シ
ス
テ

ム
の
導
入

　

コ
ー
ル
が
鳴
る
と
居
室
へ

行
き
対
応
し
て
い
た
が
、
Ｗ

ｉ

－

Ｆ
ｉ
環
境
を
活
用
す

職
員
の
携
帯
端
末
で
確
認
可

能
と
な
る
。
ま
た
、
個
々
に

合
わ
せ
た
設
定
で
異
常
ア
ラ
ー

ト
が
通
知
さ
れ
る
た
め
、
定

期
巡
回
以
外
の
適
切
な
見
守

り
が
行
わ
れ
る
う
え
、
入
所

者
の
生
活
パ
タ
ー
ン
が
把
握

で
き
、
個
々
に
応
じ
た
ケ
ア

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
ケ
ア
の

質
の
向
上
が
図
ら
れ
る
。

問問問 答答答

Ｗｉ－Ｆｉを活用した新しいナースコールシステム（右）と、見守りセ

ンサーにより入所者の睡眠状態等の確認が可能な管理用パソコン（左）

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

つ
つ
じ
苑

養
護
老
人
ホ
ー
ム
か
も
め

新
型
コ
ロ
ナ
の
対
応

足
し
て
い
る
が
、
感
染
症
発

生
時
の
ガ
ウ
ン
や
グ
ロ
ー
ブ

な
ど
は
さ
ら
な
る
準
備
を
予

定
し
て
い
る
。

■ 

タ
ブ
レ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
の

導
入

　

音
声
で
の
介
護
記
録
入
力

や
集
計
な
ど
を
誰
で
も
そ
の

場
で
簡
単
に
行
う
こ
と
が
で

き
、
記
録
時
間
の
大
幅
な
短

縮
が
図
ら
れ
る
。

る
こ
と
で
出
勤
し
て
い

る
全
介
護
・
看
護
職
員

の
携
帯
端
末
に
通
知
さ

れ
る
た
め
、
ス
ム
ー
ズ

な
対
応
が
可
能
と
な
る
。

■ 

ナ
ー
ス
コ
ー
ル
と
連

動
し
た
見
守
り
セ
ン

サ
ー
の
導
入

　

ベ
ッ
ド
の
マ
ッ
ト
レ

ス
の
下
に
セ
ン
サ
ー
を

設
置
し
、
入
所
者
の
睡

眠
状
態
や
心
拍
・
呼
吸

な
ど
が
介
護
員
室
の
管

理
用
パ
ソ
コ
ン
や
介
護
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次のページは「議員の自己評価」

調査日　令和２年10月27日

ひろお

産業常任委員会

委員長　渡辺富久馬　副委員長　浜野　隆

林業・木材産業の　　　　
成長産業化に向けた見通し

　常任委員会　所管事務調査～豊富な森林資源を生かしたまちづくり～

　

本
町
の
森
林
面
積
は
４
万

７
１
９
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、

所
管
別
で
は
国
有
林
が
69
％

を
占
め
、
一
般
民
有
林
は
31

％
で
あ
る
。
人
工
林
の
樹
種

別
構
成
割
合
で
は
、
カ
ラ
マ

ツ
が
66
％
、
次
い
で
ト
ド
マ

ツ
が
25
％
で
あ
る
。

　

昭
和
20
年
代
半
ば
か
ら
40

年
半
ば
に
か
け
て
積
極
的
に

進
め
ら
れ
た
人
工
林
の
多
く

が
本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え

て
お
り
、
間
伐
や
再
造
林
等

を
確
実
に
実
施
す
る
な
ど
適

正
な
整
備
が
必
要
と
な
る
。

森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
推

進
す
る
た
め
、
北
海
道
と
市

町
村
の
連
携
事
業
「
未
来
に

つ
な
ぐ
森
づ
く
り
推
進
事
業
」

に
よ
り
、
本
町
で
も
カ
ラ
マ

ツ
人
工
林
の
伐
採
・
再
造
林

が
進
み
、
造
林
面
積
も
着
実

に
増
加
し
て
い
る
。

　

今
後
の
森
林
整
備
を
支
え

る
森
林
環
境
譲
与
税
は
、
今

年
度
か
ら
地
方
公
共
団
体
金

融
機
構
の
国
庫
債
権
金
利
変

動
準
備
金
を
活
用
し
、
市
町

村
等
へ
の
譲
与
額
が
前
倒
し

で
増
額
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

森
林
整
備
事
業
に
一
層
の
加

速
が
見
込
ま
れ
る
。

森
林
の
概
況

森
林
整
備

　

近
年
の
林
業
生
産
活

動
の
活
発
化
に
伴
い
、

道
内
の
林
業
労
働
者
数

は
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、

依
然
と
し
て
60
歳
以
上

の
割
合
が
高
い
。
４
月

に
設
立
さ
れ
た
道
立
の

「
北
の
森
づ
く
り
専
門

学
校
（
北
森
カ
レ
ッ
ジ
）
」

は
即
戦
力
や
将
来
中
核

と
な
る
べ
く
人
材
の
育

担
い
手
対
策

成
に
つ
い
て
大
き
な
期
待
を

受
け
て
い
る
。

林
業
・
木
材
産
業
の

振
興
に
向
け
て

　

本
町
は
、
豊
富
な
森
林
資

源
を
町
産
材
製
品
と
し
て
流

通
さ
せ
る
こ
と
で
、
川
上
か

ら
川
下
ま
で
の
経
済
循
環
を

活
発
に
し
、
適
正
な
森
林
づ

く
り
と
地
域
産
業
の
活
性
化
、

雇
用
の
創
出
を
目
指
し
て
い

る
。

　

具
体
的
取
組
と
し
て
、
①

川
下
（
マ
ー
ケ
ッ
ト
）
・
川
中

（
製
材
・
加
工
・
流
通
）
・
川

上
（
山
側
）を
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
、
②
町
産
材

の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
、

③
地
材
地
消
の
推
進
、

④
広
尾
の
木
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
推
進
、
⑤
公
共
建

築
物
へ
の
利
用
促
進
、

⑥
企
業
誘
致
の
６
つ
の

施
策
を
掲
げ
て
い
る
。

　

以
下
２
箇
所
の
現
地

調
査
を
行
っ
た
。

　

①
野
塚
５
線
65
・
67

　

保
安
林
緊
急
改
良
事

現
地
視
察

業
（
道
営
治
山
事
業
）
は
、

平
成
28
年
暴
風
被
害
を
受
け

た
耕
地
防
風
林
（
町
有
林
）

を
災
害
に
強
い
保
安
林
と
し

て
整
備
し
、
地
域
住
民
の
生

活
の
安
定
と
産
業
基
盤
の
整

備
を
期
す
る
。

　

②
広
尾
町
森
林
組
合
新
事

務
所
（
野
塚
７
線
59
番
６
）

　

建
築
面
積
４
６
７
・
25
平

方
メ
ー
ト
ル
の
木
造
一
部
２

階
建
て
で
、
柱
の
一
部
に
は

カ
ラ
マ
ツ
集
成
材
を
活
用
し

て
い
る
。
認
証
を
受
け
た
町

内
の
森
林
か
ら
出
材
し
た
原

木
を
認
証
資
格
を
受
け
て
い

る
同
組
合
工
場
に
お
い
て
製

材
し
て
い
る
。

暴風被害を受けた保安林を視察

町内産カラマツを活用した森林組合の新事務所
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５つの項目を

４段階で評価しました

議員活動の

自
己
評
価

①
議会の会議（本会議、委員会、議員
協議会など）や研修の出席

②
議会の会議（本会議、委員会、議員
協議会）での発言

③ 議員研修や講演動画等の活用

④
議会懇談会（高校生）、議会モニター
会議など、議会改革の取り組み

⑤ 個々の議員活動全般

※ 議員活動の抱負

出席

・会議や研修の出席状況はどうだったか。
・正当な理由がない欠席はなかったか。

発言

・一般質問、審議・審査の質疑、討論などで自分の考え、意
見を発言したか。
・発言の論点ははっきりしていたか。また、簡潔明瞭な発言
だったか。

研修等

・コロナ禍で独自研修は見送りしたが、他の研修や講演動画
等で得たことを、その後の議員活動に生かせたか。

議員活動

・町民の意見を広く把握し、町政の課題へ的確に反映させたか。

議会改革

・事業実施にあたって、真摯に全力で取り組んだか。
・事業を実施して得たことを、その後の活動で生かせたか。

評価は４段階

４－よくできた
３－概ねできた
２－あまりできなかった
１－できなかった

※年齢、所属委員会は２月末日現在 ≪各項目の評価基準は以下のとおりです≫

　広尾町議会基本条例では、「議会は

町民に対し、議員の活動を的確に評価

ができる情報を提供する。」と定めて

います。

　令和２年の改選後、議員個人がどう

考え、どう活動したかについて自己評

価を行い、その結果を広く町民に知ら

せることは、町民が議会、議員に対し、

的確な評価を下す大きな材料となり、

議会の透明化を目指す上での一つの手

段になると考えます。

　そのことから、昨年の改選後の活動

について、「議員個人の活動にかかる

自己評価」を実施しましたので、結果

をお知らせします。

研修等

３３

３

4

３

当選１回
・総務常任委員
・議会広報特別委員

出　席 全て出席することができた

発　言 一般質問や審査の質疑を通じ、積極的に
発言するよう心がけた

議員活動 コロナ禍での制約はあるが、できる範囲で
町民の意見を聴き、議員活動に反映した

議員活動の
抱　　　負

課題を探し、具体的な解決に導けるよう
積極的な活動に取り組みたい。また、議
員活動の内容が町民の皆さんに伝わるよ
う、広報でも積極的に取り組みたい

51歳

松
まつ

田
だ

　健
けん

司
じ
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次のページも「議員の自己評価」

研修等

３３

2

3

３

当選２回
・産業常任委員
・議会広報特別委員長

出　席 概ね出席した

研修等 学ぶことが多く、町への思いがより一層
強くなった

議員活動 誠意を持って取り組んだ

議員活動の
抱　　　負

町民の意見を広く聴き、寄り添った活動
に努めたい

71歳

研修等

３３

３

4

３

当選２回
・産業常任副委員長
・議会広報特別委員

発　言 一般質問はできなかったが、自分の考え
は発言した

議会改革 短い時間での高校生との懇談に難しさを
感じた

議員活動 的確とは言えないが努力した

議員活動の
抱　　　負

新型コロナにより行事や催しが中止され、
多くの人との出会いや懇談の機会が減っ
た。広尾町160年に向け大いに語り合
いたい

67歳

研修等

14

３

3

３

当選３回
・総務常任副委員長
・議会運営委員
・南十勝複合事務組合議会議員

発　言 簡潔明瞭

研修等 独自研修を見送りしたため

議会改革 活動に生かせた

議員活動の
抱　　　負

町民の意見を広く把握し、町政の課題に
反映させたい

68歳

研修等

３３

4

4

4

当選４回
・産業常任委員
・議会運営副委員長
・南十勝複合事務組合議会議員

発　言 一般質問では、住民要望を毎回提案した。まちづくり特別
委や予（決）算委などは、事前調査のうえ質疑をした

研修等 新型コロナ感染拡大で中止の研修会も多くあったが、
自ら地方自治に係る研修については参加し研鑽した

議員活動 町民の皆さんとの議会報告会（個人主催）などを通じ、ご意
見やご要望を受け議会で（一般質問など）取り上げてきた

議員活動の
抱　　　負

新型コロナにより、コミュニティを図る
ことが困難な状況であった。町民の皆さ
んの苦難軽減のため、感染防止に取り組
みながら議員の責務を果たしたい

71歳

浜
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野
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前
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崎
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研修等

12

３

3

３

当選５回
・総務常任委員
・議会運営委員

発　言 日々行政に対し、意見を言える意識をしており、本会議
や委員会では、執行者（町長など）側に疑義を質した

研修等 研修が減り、受講することができなかった

議会改革 懇談会等欠席したが、町民にとって身近
な議会となるよう取り組んでいく

議員活動の
抱　　　負

昨年は新型コロナにより、会議や研修等
が中止となり従来の活動ができなかった。
本年は、コロナ禍であっても、町民の負
託に応えられるよう精一杯頑張りたい

83歳

研修等

2３

３

3

2

当選３回
・総務常任委員
・議会運営委員
・議会選出監査委員

出　席 コロナ禍の中で研修会の機会は減ったが、
出席すべき会議等は皆勤した

議会改革 全議員が議会基本条例等を遵守しようとする
認識に立てば、議会改革は進むと感じている

議員活動 新型コロナ感染予防のため、意見交換の場が減り課題に触
れる機会も減ったため、満足のいく活動とならなかった

議員活動の
抱　　　負

第６次まちづくり推進総合計画がスター
トする中で、新たな意見、要望が寄せら
れることに期待し、それらをどのように
計画遂行に反映すべきか共に考えたい

70歳

研修等

３３

３

4

３

当選４回
・産業常任委員長
・議会運営委員

発　言 論旨を明確に表現できた

議会改革 議会懇談会（高校生）は、率直な話し合
いができた

議員活動 常に町民の意見を吸い上げ話し合いを深
め、課題解決に務めた

議員活動の
抱　　　負

新型コロナにより議員活動の場が減り、
町民の皆さんも忍耐の続く生活が強いら
れるが、我々議員として何ができるのか、
真価を問われる年になる

79歳

研修等

３３

３

4

4

当選４回
・産業常任委員
・議会運営委員長

出　席 会議や研修に出席することは責務である

研修等 南十勝町村議会議員研修「十勝の経済情
勢」は身近な現状であった

議会改革 誠意をもって取り組み、習得したことを
活動に生かす努力をした

議員活動の
抱　　　負

昨年は例年の活動が制約された年であっ
た。ウィズコロナの中、議員活動のあり
方や議会改革を意識し、町民の意見を町
政に反映できる議員活動に努めたい

75歳

志
し

村
むら

　國
くに

昭
あき

山
やま

谷
や

　照
てる

夫
お

星
ほし

加
か

　廣
ひろ

保
やす

渡
わた

辺
なべ

富
ふ

久
く

馬
ま



広尾町議会だより　2015年６月１日
23

広尾町議会だより　2021年３月１日
23

次のページは

「議会改革・活動状況」

研修等

３３

4

4

4

当選12回
・総務常任委員長
・議会広報特別副委員長

発　言 論点をはっきりし、質疑・討論など自分
の考えを発言した

研修等 独自研修は見送りとなったが、他に研修
の機会はあり、議員活動に生かせた

議会改革 懇談会は、広尾のまちづくりを高校生が真剣に考えている事がわかっ
た。議会モニターは「議会をもっと活発に」との思いと受け止めた

議員活動の
抱　　　負

これまでの議員としての活動を真摯に続
けていきたい

73歳

研修等

３３

３

3

３

当選７回
・総務常任委員
・議会広報特別委員

発　言 自己評価としては平均以上と思うが、傍聴者側（他
議員や職員）からの評価やコメントを望む

研修等 ネットやユーチューブを利用し、必要と
思われる情報を得るなど自己研修をした

議会改革 いろいろな年齢、職種、立場の人と懇談し、意見や
考えを聞くことは大事であり、後に生かしている

議員活動の
抱　　　負

コロナ禍によって議員活動が活発でなく
なる事を防ぐために、是非ともリモート
会議の実施やタブレットの活用が求めら
れる

70歳

研修等

44

4

4

３

当選４回
・議長
・十勝圏複合事務組合議会議員
・とかち広域消防事務組合議会議員

出　席 コロナ禍において多くの研修・会議が中
止あるいは書面決議となったのが残念

発　言 スムーズな議事進行ができた。テレビ会
議ではなかなか深い議論ができない

議員活動 コロナ禍において、町民の皆さんとの話
し合いが減少した

議員活動の
抱　　　負

昨年は、今までとは大きく異なった議員
活動となった。このコロナ禍での状況は
今後１～２年は続くと考えている。様式
の変化に柔軟に対応していきたい

54歳

研修等

2３

３

3

2

当選４回
・副議長
・産業常任委員
・議会広報特別委員
・とかち広域消防事務組合議会議員

研修等 研修などは中止も多く、あまりできなかっ
た

議会改革 回数的には少なかったが、概ねできた

議員活動 新型コロナの影響もあり、あまりできな
かった

議員活動の
抱　　　負

昨年は特別な年となったが、本年は多く
の方の話を聴き、議員活動に生かしてい
きたい

62歳
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一般質問をした高校生議会

継
続
は
力
な
り

　

改
選
の
年
で
あ
り
ま
し
た

が
、
令
和
２
年
１
月
か
ら
12

月
ま
で
の
１
年
間
に
取
り
組

ん
だ
主
な
議
会
改
革
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
全
国
的
に
拡

大
し
て
い
る
た
め
、
８
月
５

日
に
開
催
し
た
議
員
協
議
会

に
お
い
て
、
議
会
の
活
動
及

び
行
事
等
を
見
送
り
や
自
粛

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

未
来
を
担
う
高
校
生
が
、

議
会
の
模
擬
体
験
を
通
し
て

町
政
や
議
会
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
地
域
に
関
心
や
愛

着
を
持
ち
、
ま
ち
づ
く
り
に

参
加
す
る
意
欲
を
高
め
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
に
「
高
校

生
議
会
」
を
令
和
２
年
２
月

10
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

広
尾
高
校
第
１
学
年
が
８

つ
の
班
に
分
か
れ
て
町
に
対

す
る
質
問
や
意
見
を
考
え
、

各
班
の
代
表
者
８
名
が
登
壇

し
、
高
校
生
議
長
の
進
行
の

も
と
一
般
質
問
形
式
で
町
長

に
問
い
ま
し
た
。

　

２
班
体
制
で
、
町
内
各
種

団
体
と
の
懇
談
会
を
開
催
。

ま
た
、
全
議
員
で
、
広
尾
高

校
第
１
学
年
と
ま
ち
づ
く
り

懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

①
森
林
組
合
役
員
（
２
月
）

②
町
民
有
志
（
２
月
）

③
広
尾
高
校
第
１
学
年
（
11
月
）

高
校
生
議
会

議
会
懇
談
会

議 会 改 革
令和２年は何をした？

　

議
会
の
運
営
等
に
関
し
、

町
民
か
ら
の
要
望
や
意
見
を

聞
く
た
め
、
議
会
モ
ニ
タ
ー

を
12
名
委
嘱
（
定
員
12
名
、

委
嘱
期
間
２
年
）
し
て
い
ま
す
。

　

モ
ニ
タ
ー
会
議
は
２
回
開

催
し
ま
し
た
。

※
13
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事

　

町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
本
会
議
、
予
算
・

決
算
・
議
案
特
別
委

員
会
の
会
議
録
を
公

開
し
て
い
ま
す
。（
公

開
時
期
は
各
会
議
の

約
３
か
月
後
）

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
映
像
配
信
サ
ー
ビ

ス
（
Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ

　

以
下
の
こ
と
に
つ
い
て
、

議
会
広
報
や
町
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

①
議
案
賛
否

　

人
事
案
件
を
除
く
賛
否
の

あ
っ
た
議
案
に
つ
い
て
、
各

議
員
の
賛
否
。

②
議
員
の
出
欠
状
況

　

本
会
議
、
各
委
員
会
、
研

修
等
に
お
け
る
各
議
員
の
出

欠
状
況
。

③
議
会
活
動
状
況

　

「
本
会
議
開
催
状
況
」「
付

議
事
件
・
議
決
結
果
（
件
数

及
び
件
名
）」「
一
般
質
問
」「
意

見
書
」
な
ど
。

議
会
モ
ニ
タ
ー

会
議
録
の
公
開

ネ
ッ
ト
中
継

議
会
情
報
の
公
開

ｂ
ｅ
）
を
利
用
し
て
、
本
会

議
ま
た
は
本
会
議
場
で
開
催

さ
れ
る
委
員
会
の
生
中
継
、

録
画
中
継
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

議
員
活
動
を
自
己
評
価
し
、

そ
の
結
果
を
議
会
広
報
に
掲

載
し
て
町
民
に
周
知
し
ま
し
た
。

※
20
ペ
ー
ジ
～
23
ペ
ー
ジ
に

　

関
連
記
事

自
己
評
価

　

議
員
研
修
に
参
加
し
た
議

員
は
、
事
後
レ
ポ
ー
ト
を
提

出
し
、
町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

公
表
し
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
見
送

り
ま
し
た
。

　

な
お
、議
会
基
本
条
例
に「
災

害
等
の
対
応
」
の
規
定
を
整

備
し
ま
し
た
。

レ
ポ
ー
ト
の
提
出

議
会
報
告
会

森林事業やまちづくりの意見交換をしました
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次のページは

「議会日誌・各種お知らせ」

令和２年 広尾町議会の活動状況
※令和２年１月～12月

回数 会議日数 付議事件数 傍聴者数

定例会 4回 13日 145件 58人

臨時会 7回 7日 54件 5人

合　計 11回 20日 199件 63人

１．本会議開催状況 ６．付議事件数・議決結果 （単位：件）

区分 提出者 種類・件数 議決結果・件数

定　
　

例　
　

会

町　
　

長

条　　例 27 原案可決 27

予　　算 46 原案可決 46

決　　算 10 認　　定 10

人事案件 12
同　　意 12

適　　任

契　　約 8 原案可決 8

専決処分 4
承　　認 1

報　　告 3

そ の 他 21
原案可決 15

報　　告 6

小　　計 128 小　　　計 128

議　
　

員

条　　例

意 見 書 12 原案可決 12

決　　議

規　　則

そ の 他 1 原案可決 1

小　　計 13 小　　　計 13

委
員
会

条　　例 1 原案可決 1

そ の 他 3 原案可決 3

小　　計 4 小　　　計 4

定例会　計 145 145

臨　
　

時　
　

会

町　
　

長

条　　例 9 原案可決 9

予　　算 20 原案可決 20

人事案件 2 同　　意 2

契　　約 2 原案可決 2

専決処分 8
承　　認 3

報　　告 5

そ の 他 2
原案可決 1

許　　可 1

小　　計 43 小　　計 43

議

員

条　　例

そ の 他 10
当選・互選 5

そ の 他 5

小　　計 10 小　　計 10

委員会 そ の 他 1 原案可決 1

小　　計 1 小　　計 1

臨時会　計 54 54

年　間　件　数 199 199

２．一般質問

区　　分
定例会 延べ

人数

実

人数第1回 第2回 第3回 第4回

質問者数 3人 4人 4人 7人 18人 7人

３．委員会開催状況

委員会名 会期中 閉会中 計

総務常任委員会 1日 3日 4日

産業常任委員会 1日 2日 3日

議会運営委員会 3日 6日 9日

特
別
委
員
会

予 算 審 査 5日 0日 5日

決 算 審 査 3日 0日 3日

議 案 審 査 1日 3日 4日

議 会 広 報 1日 11日 12日

合　　　計 15日 25日 40日

４．意見書の可決状況

区　　分
定例会

合計
第１回 第２回 第３回 第４回

可決件数 2件 4件 4件 2件 12件

５．研修・視察活動等
①議員研修会

日程 参加人数 研修地 内　　　容

10／９ ９人 大樹町
南十勝町村議会議員研修会

「十勝の経済情勢について」

※ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、北海道町村議会

議長会主催及び十勝町村議会議長会主催の研修が中止とな

りましたが、一部は動画配信により行われました。また、

広尾町議会の独自研修は見送りました。

②常任委員会行政視察

※ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、総務常任委員会

及び産業常任委員会の行政視察を見送りました。
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※十勝町村会は、管内18町村をオンラインでつなぐテレビ

会議システムを導入し、令和２年９月から運用を始めて

おり、１月22日の議長会役員会は同システムにより開催

されました。

議会活動日誌
令和２年12月～令和３年２月

閉会中の所管事務調査
　各常任委員会と議会運営委員会は、令和３年
第１回定例会までの閉会中に、次の所管事務調
査を実施します。

◇総務常任委員会
①第８期広尾町高齢者保健福祉計画・広尾町介護保険
事業計画について

②第３期広尾町障害者計画について
③第３次広尾町生涯学習推進計画について

◇産業常任委員会
①広尾町起業家等支援事業について

◇議会運営委員会
①議会の運営に関する事項について
②議会の基本条例、会議規則等に関する事項について
③議長の諮問に関する事項について

広尾町議会から町民の皆様へお願いです

①議場ではマスクを着用し、出入りの際には手指の消毒をしてください。

②傍聴席では間隔をあけてご着席ください。

③体調が良くないときは、傍聴をお控えください。

※町ウェブサイトから議会中継を見ることができます。

町ウェブサイト
「議会インターネット中継」

ＱＲコード

【２月】

４日　議会広報編集会議

５日　第１回産業常任委員会

10日　南十勝複合事務組合議会定例会（大樹町）

12日　第１回議会広報特別委員会

19日　十勝町村議会議長会定例会（帯広市）

22日　とかち広域消防事務組合議会定例会（帯広市）

　　　十勝圏複合事務組合議会定例会（帯広市）

25日　第１回議会運営委員会

過去の
録画中継も
見れるよ

平成27年度から議会改革の一環として議会・議員の活動や議会運営などについてご
意見をいただく「議会モニター」制度を導入しています。
◇対　　象：議会運営や町政に関心のある満18歳以上の町民
◇募集人員：12名
◇任　　期：令和３年６月から２年間
◇内　　容：�本会議を傍聴し議会運営に関すること、議会だよりなどについてのご意

見・ご提言などを「議会モニター会議」で議員と意見交換します。

※詳しくは、議会事務局（☎2-0180）までお問い合わせください。

◆ 議会モニター募集 ◆

【12月】

３日　第８回議会運営委員会

８日　第４回広尾町議会定例会（～11日）

　　　第11回議員協議会

９日　第９回議会運営委員会

11日　議会広報編集会議

27日　芽室町役場庁舎落成式（芽室町）

【１月】

３日　はたちのつどい

18日　交通安全署名簿奉納及び交通安全祈願祭

22日　�十勝町村議会議長会役員会（テレビ会議）

25日　第２回議会モニター会議

26日　第１回広尾町議会臨時会

　　　第１回議員協議会

　　　第１回総務常任委員会

※


